
練
馬
区
に
は
、

た
く
さ
ん
の
「
い
ち
ば
ん
」
が
あ
り
ま
す
。

23
区
で
一
番
、

　
　
　
東
京
都
で
一
番
、

日
本
で
一
番
、

世
界
で
一
番
！

練
馬
区
で
唯
一
の
も
の
、
発
祥
の
も
の
な
ど
、

す
べ
て
が
わ
た
し
た
ち
区
民
の
誇
り
。

キ
ラ
リ
と
光
る
練
馬
の
人
、も
の
、こ
こ
ろ

　
　
　
　

 

ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち　
　
　
　

練
馬
の
魅
力
を
発
見
し
て
く
だ
さ
い
。



子
ど
も
の
頃
、
椎
名

町
に
住
ん
で
お
り
、
練

馬
か
ら
十
三
間
道
路

（
現
在
の
目
白
通
り
）が

通
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
頃
の
十
三
間
道
路
は

と
て
も
の
ど
か
で
、
練

馬
の
農
家
の
方
が
野
菜

を
運
ぶ
の
を
見
ま
し
た

し
、
通
り
で
ト
ン
ボ
を

捕
っ
た
り
も
し
て
い
ま
し
た
。

練
馬
に
住
み
始
め
、
か
れ
こ
れ

40
年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
都
心
か

ら
近
過
ぎ
ず
遠
過
ぎ
ず
、
と
て
も

豊
か
な
自
然
も
残
っ
て
い
る
こ
の

地
で
、
狂
言
に
打
ち
込
み
、
子
育

て
も
し
て
き
ま
し
た
。

わ
が
家
か
ら
自
転
車
に
乗
る
と

数
分
で
石
神
井
公
園
で
す
。
桜
が

咲
き
、
緑
が
映
え
、
木
々
が
色
づ

い
た
り
と
、い
ろ
い
ろ
な
季
節
の
中
、

静
か
で
趣
の
あ
る
石
神
井
公
園
が

大
好
き
で
す
。
公
園
の
ベ
ン
チ
に

座
っ
て
、
セ
リ
フ
を
覚
え
た
り
す

る
に
は
格
好
の
場
所
で
す
。

近
所
の
お
豆
腐
屋
さ
ん
や
魚
屋

さ
ん
に
も
買
い
物
に
行
く
し
、
お

そ
ば
屋
さ
ん
に
も
よ
く
出
か
け
ま
す
。

近
所
の
方
々
と
も
、
日
常
の
暮
ら

し
の
中
で
親
し
く
つ
な
が
り
を
も
っ

て
暮
ら
し
て
い
け
る
の
は
、
と
て

も
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

で
き
る
こ
と
な
ら
、
区
内
に
能

楽
や
落
語
、
邦
楽
演
奏
な
ど
が

で
き
る
伝
統
文
化
の
拠
点
が
で
き
、

様
々
な
人
が
伝
統
文
化
に
触
れ
、

伝
統
文
化
の
発
信
が
で
き
る
と
い

い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ

い
ろ
な
形
で
芸
術
振
興
の
お
役
に

立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

練馬に住んで40年、ここから
伝統文化の発信をしたい。

狂言師  野村 万作
のむら・まんさく　東京都生まれ。芸
術祭大賞、日本芸術院賞、紫綬褒章
などを受賞。平成19（2007）年、重
要無形文化財各個指定保持者（人間
国宝）に認定される。練馬区名誉区民。
練馬文化センター名誉館長。

私
は
練
馬
が
大
好
き

で
、
練
馬
に
住
ん
で
50

年
近
く
に
な
り
ま
す
。

羽
田
空
港
か
ら
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
練
馬
の
上
空

に
入
る
と
、
緑
が
ワ
ー
ッ

と
広
が
っ
て
と
て
も
綺

麗
で
す
。都
市
計
画
は
、

こ
う
い
う
緑
豊
か
な
空

間
を
保
ち
な
が
ら
、
交

通
網
の
整
備
や
市
街
地
の
整
備
を

進
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
ね
。

ま
た
、
練
馬
に
は
歴
史
的
な
い

わ
れ
や
伝
説
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
私
の
住
ん
で
い
る
あ
た
り
は
、

江
戸
か
ら
見
る
と
陽
が
沈
む
方
向

な
の
で
こ
ぐ
れ
の
里
、
伊
賀
忍
者

と
も
関
係
が
あ
り
、
比
丘
尼
橋
の

悲
恋
伝
説
や
、
照
姫
が
石
神
井
城

の
落
城
と
と
も
に
三
宝
寺
池
に
身

を
投
じ
た
伝
説
の
あ
る
土
地
柄
で

す
。
こ
う
い
う
伝
説
が
私
の
作
品

に
も
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
さ
を
与
え
て
く

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

練
馬
に
は
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
い

う
貴
重
な
産
業
が
あ
り
ま
す
。
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
確
執
の
な
い
ジ
ャ

ン
ル
で
、
世
界
の
ど
こ
に
行
っ
て

も
み
ん
な
楽
し
ん
で
見
て
く
れ
、

世
界
中
の
人
と
ア
ニ
メ
を
通
じ
て

友
好
的
に
楽
し
く
交
流
で
き
る
、

と
て
も
大
切
な
事
業
で
す
。
ぜ
ひ
、

若
い
世
代
に
も
頑
張
っ
て
や
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
練
馬
に
は
、

多
く
の
ア
ニ
メ
作
家
や
漫
画
家
が

住
み
、
昔
か
ら
の
友
人
も
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
そ
の
点
か
ら
も
練
馬

が
大
好
き
な
ん
で
す
。

自然も歴史も、人のつながりも
ある練馬が大好きです。

漫画家  松本 零士
まつもと・れいじ　福岡県生まれ。代
表作品は「銀河鉄道999」他多数。平
成22（2010）年旭日小綬章受章。練馬
区名誉区民。

ゆかりの人インタビュー
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小
学
校
、
中
学
校
と

練
馬
の
学
校
に
通
い
、

高
校
は
区
外
の
桐
朋
学

園
に
進
み
ま
し
た
。
そ

の
後
は
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー

ド
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
シ

ゲ
テ
ィ
先
生
の
住
む
ス

イ
ス
の
レ
マ
ン
湖
畔
の

モ
ン
ト
ル
ー
と
、
海
外

で
の
生
活
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
。
演
奏
旅
行
の
合
間
に
練

馬
の
自
宅
に
戻
る
と
、や
は
り
ほ
っ

と
落
ち
着
き
ま
す
。
小
さ
い
頃
と

変
わ
ら
ず
、
今
で
も
鳥
の
さ
え
ず

り
が
聞
こ
え
ま
す
。

子
ど
も
の
頃
の
わ
が
家
は
、
ま

だ
周
り
に
農
道
の
あ
る
畑
の
中
の

一
軒
家
で
し
た
。
当
時
は
十
三

間
道
路
と
呼
ん
で
い
た
目
白
通
り

で
、
自
転
車
の
練
習
を
し
た
こ
と

も
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

通
っ
た
中
学
校
は
石
神
井
公
園

の
近
く
に
あ
り
、
学
校
の
授
業
で

よ
く
写
生
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
私
の
好
き
な
場
所
の
ひ
と
つ

で
、
今
で
も
よ
く
散
歩
を
し
ま
す
。

現
在
の
わ
が
家
の
周
辺
に
は
緑

も
多
く
、
長
い
年
月
を
か
け
て

育
っ
た
樹
木
も
残
っ
て
い
ま
す
。

木
を
切
る
の
は
一
瞬
だ
け
ど
、
育

つ
ま
で
に
は
何
世
代
も
の
時
間
が

必
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
ま

ま
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

私
に
と
っ
て
住
む
所
は
、
心
置

き
な
く
音
を
出
せ
る
こ
と
が
大
切

な
条
件
で
す
。
わ
が
家
で
は
、
い

つ
で
も
気
兼
ね
な
く
好
き
な
時
に

練
習
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
も
練
馬

に
今
も
住
み
続
け
て
い
る
理
由
の

ひ
と
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

心置きなく音を出せる
練馬のスイートホーム。

ヴァイオリニスト 前橋 汀子
まえはし・ていこ　5歳から小野アンナ
に、その後、斎藤秀雄に師事。レニン
グラード音楽院卒業後、ジュリアード音
楽院に留学。スイスでシゲティの薫陶
を受ける。平成16（2004）年芸術院賞。

Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
東
京
の

「
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
ね
り
ま
・

に
い
ざ
・
わ
こ
う
」を
担

当
し
て
３
年
、
練
馬
で

は
１
年
を
通
し
て
い
ろ
い

ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
リ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
照
姫
ま

つ
り
や
光
が
丘
の
よ
さ
こ

い
祭
り
、練
馬
大
根
引
っ

こ
抜
き
大
会
に
も
参
加

し
て
、
決
勝
戦
ま
で
残
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

練
馬
の
ま
ち
や
お
店
を
リ
ポ
ー

ト
し
て
い
つ
も
感
じ
る
こ
と
は
、
皆

さ
ん
明
る
く
、
マ
イ
ク
を
向
け
て

も
気
さ
く
に
お
話
を
し
て
い
た
だ
け

る
こ
と
。
ま
ち
で
も
、
ど
の
イ
ベ
ン

ト
で
も
、
親
子
で
楽
し
ん
で
い
る

光
景
を
見
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

光
が
丘
の
お
祭
り
で
も
、皆
で
シ
ー

ト
を
広
げ
て
お
弁
当
を
食
べ
て
い

ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
す
ご
く
家
族
愛
の

あ
る
地
域
な
の
か
な
、
と
思
い
ま
す
。

江
古
田
の
ゆ
う
ゆ
う
ロ
ー
ド
の
ナ

イ
ト
バ
ザ
ー
ル
で
は
、
商
店
街
を

歩
行
者
天
国
に
し
て
い
ろ
い
ろ
な

露
店
が
並
び
、
小
さ
い
子
ど
も
た

ち
も
、
商
店
街
の
人
た
ち
が
見
守

る
中
で
お
祭
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

昼
だ
け
で
な
く
夜
と
い
う
の
も
い
い

な
ぁ
、
と
思
い
ま
し
た
。
近
く
の

大
学
の
学
生
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
て
、
地
域
の

方
た
ち
の
温
か
い
つ
な
が
り
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。
親
御
さ
ん
た
ち
も

安
心
し
て
外
に
出
せ
ま
す
ね
。

練
馬
は
緑
も
多
く
、
川
も
流
れ

て
い
て
、
都
会
だ
け
ど
空
気
が
軽

い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

まち、ひと、こころ、練馬の
温かいつながりを感じます。

フリーキャスター 菊田 かなえ
きくた・かなえ　宮城県出身。J：
COM東京で「HOMETOWN ねりま・
にいざ・わこう」のキャスター、リポーター
の他、TVで活躍中。二級建築士、世
界遺産学検定２級の資格を持つ。

写真：細谷秀樹
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本冊子の作成に際し、多くの区民の方々から
たくさんの情報をお寄せいただきました。

　皆様のご協力に、あらためて御礼申し上げます。
ここに紹介したものはごく一部で、区内にはまだ

たくさんの練馬区ならではの「いちばん」の物語があります。
どんな情報でもけっこうです。

皆さんが発見、発掘した情報を、ぜひお寄せください。

体験できるいちばん

メイド・イン 練馬

みどりいちばん自然図鑑

カテゴリー別いちばん

練馬ライブラリー
　小説・エッセイに登場する練馬 
　漫画・アニメに登場する練馬
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「練馬がいちばん」マップ
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Eメール：kochokoho@city.nerima.tokyo.jp
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見たり、聞いたり、触れたり、そして学んだり、
子どもから大人まで、練馬だからこそ楽しめる体験があります。
練馬で生まれ、いまや世界に冠たるジャパンアニメーション。

都市部の豊かな農地でできる農業体験。機械遺産のある遊園地。
区内で体験できる楽しいイベントや施設を紹介します。

アニメのまち練馬 6
農のあるまち練馬 8
としまえん 10
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アニメのまち練馬
練馬区は、ジャパンアニメーションの発祥の地として、
区内外に広く知られています。
練馬で生まれ、練馬で育っていった日本のアニメーション。
そこには半世紀以上の長い歴史があります。

毎年11月にとしまえん
で開かれる「練馬アニメ
カーニバル」。

地球温暖化防止対策として導入した練馬区の
電気自動車には、銀河鉄道999などのキャラク
ターをフルラッピング

西武鉄道の池袋線系
では、夢あふれる銀河
鉄道999のデザイン電
車が走っています。

練馬区のアニメに関す
るさまざまな情報を発
信するサイト「練馬アニ
メーションサイト」。アニ
メクリエイターズアワー
ド最優秀作品の動画も
観られます。

練馬のアニメの歴史やイベ
ントなどを紹介した小冊子
「アニメのまち 練馬区」。

ⓒLeiji Matsumoto
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馬
区
が
ア
ニ
メ
の
ま
ち
と
し
て
う
ぶ

声
を
上
げ
た
の
は
、
昭
和
30
年
代
。

当
時
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
全
盛
の
時
代
、
そ

こ
で
昭
和
31（
１
９
５
６
）年
に
東
洋
の
デ
ィ

ズ
ニ
ー
を
め
ざ
し
た
東
映
動
画（
現
・
東
映
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
）が
大
泉
に
創
立
さ
れ
、
劇
場

用
ア
ニ
メ
の
製
作
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
33（
１
９
５
８
）年
、日
本
初
の
カ
ラ
ー

長
編
ア
ニ
メ
映
画「
白
蛇
伝
」（
79
分
）が
完

成
。
海
外
へ
も
輸
出
さ
れ
、
今
日
の
ジ
ャ
パ

ン
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
最
初
の
一
歩
と
な
っ

た
の
で
す
。

日 本 初日 本 初

練 日本初の長編カラーアニメ映画
「白蛇伝」は区内で製作されました

和
38（
１
９
６
３
）年
に
は
富
士
見
台

で
、
漫
画
家
・
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
の
手

塚
治
虫
氏
の
虫
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
、
日
本

初
の
連
続
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「
鉄
腕
ア
ト
ム
」を

制
作
。
1
月
か
ら
放
映
が
開
始
さ
れ
、
本
格

的
な
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
の
時
代
が
始
ま
り
ま
す
。

　

以
後
、
練
馬
区
内
で
制
作
さ
れ
た
ア
ニ
メ

作
品
を
挙
げ
る
と
、ま
さ
に
ジ
ャ
パ
ン
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
の
歴
史
で
す
。

昭

ャ
パ
ン
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
草
創
期

の
ア
ニ
メ
制
作
は
、
ま
ず
原
画
を
描

き
、
そ
れ
を
基
に
描
い
た
動
画
に
彩
色
し
、

別
進
行
で
描
い
た
背
景
を
合
わ
せ
て
撮
影
し

ま
し
た
。
人
手
が
足
り
ず
、
彩
色
や
描
画
の

工
程
ご
と
に
、東
映
動
画
や
虫
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
か
ら
独
立
し
た
ス
タ
ジ
オ
に
委
託
し
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
半
世
紀
経
っ
た
今
で
も
、

練
馬
に
は
原
画
を
描
く
人
、
演
出
、
作
画
監

督
が
集
ま
り
、
ア
ニ
メ
制
作
関
連
の
会
社
が

90
社
以
上
と
、
日
本
一
の
ア
ニ
メ
産
業
の
集

積
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ジ

日本初の連続テレビアニメ
「鉄腕アトム」は
区内のスタジオで制作

区内のアニメ製作関連会社は
日本一の数

日 本 初日 本 初

日 本 一日 本 一

'63
年「
狼
少
年
ケ
ン
」、
'65
年「
ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝
」、

'66
年「
サ
イ
ボ
ー
グ
０
０
９
」、
'67
年「
リ
ボ
ン
の
騎
士
」、

'69
年「
長
靴
を
は
い
た
猫
」、
'70
年「
あ
し
た
の
ジ
ョ
ー
」、

'75
年「
一
休
さ
ん
」、
'78
年「
銀
河
鉄
道
９
９
９
」、

'86
年「
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
」、
'92
年「
美
少
女
戦
士
セ
ー

ラ
ー
ム
ー
ン
」、
'98
年「
ど
ー
も
く
ん
」、
'99
年「
ワ
ン
ピ
ー

ス
」、
'04
年「
プ
リ
キ
ュ
ア
シ
リ
ー
ズ
」等
々
。

「練馬アニメカーニバル」
のポスター

『白蛇伝』
ⓒ東映

『鉄腕アトム』 ⓒ手塚プロダクション・虫プロダクション

練
馬
区
ゆ
か
り
の
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
駅
前
観
光
案
内
板
を
区
内
の
駅
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
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農のあるまち練馬
23区で農地面積がいちばん広い練馬区。
有名な練馬大根はもちろん、新鮮な野菜、果樹、花などが
作られています。また、農業体験農園や観光農園、収穫祭など、
誰もが農にふれ、農を楽しめるのも練馬の都市農業の魅力です。
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練
馬
大
根
は
首
と
尻
尾
が
細

く
、
中
央
部
が
膨
ら
ん
で
い
る
の
で
抜
く

の
に
は
た
い
へ
ん
な
力
が
必
要
。
引
っ
こ
抜

く
速
さ
な
ど
を
競
っ
た
後
の
大
根
は
、
区

立
の
小
中
学
校
の
給
食
に
使
用
し
、
地
産

地
消
の
促
進
と
食
育
へ
の
活
用
を
図
っ
て

い
ま
す
。

農地面積は23区一

農業体験農園は
練馬で生まれて全国に広まった

区内のキャベツ
生産量は
都内一

　

練
馬
区
は
酸
性
の
土
壌
で
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
生
育
に
た
い
へ
ん

適
し
た
環
境
。練
馬
の
夏
の
新
名
物
と
し
て
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
摘
み
取
り
を
楽
し
む「
練

馬
区
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
観
光
農
園
」が
人
気
で

す
。
平
成
22（
２
０
１
０
）年
に
は
区
内
に

23
園
が
オ
ー
プ
ン
し
、
そ
の
栽
培
面
積
は

都
内
最
大

級
の
広
さ
。

遠
方
か
ら

訪
れ
る
利

用
者
も
多

く
、園
に
よっ

て
は
9
月

中
旬
ま
で

楽
し
め
ま
す
。 練

馬
大
根
引
っ
こ
抜
き

競
技
大
会

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
観
光
農
園

（
７
月
中
旬
〜
８
月
下
旬
頃
）

2 3区一2 3区一

都 内 一都 内 一

日 本 初日 本 初

市
部
の
住
民
の
暮
ら
し
に
と
っ

て
、
農
地
は
失
っ
て
は
な
ら
な

い
大
切
な
財
産
で
す
。
新
鮮
な
農
産

物
を
食
卓
に
届
け
て
く
れ
る
だ
け
で
な

く
、
み
ど
り
の
保
全
や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
現
象
の
緩
和
な
ど
、
都
市
生
活
に

う
る
お
い
と
豊
か
さ
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
土
に
ふ
れ
、
収
穫
を
楽
し

む
こ
と
を
通
し
て
、
食
に
つ
い
て
考
え

る
教
育
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

練
馬
区
の
農
地
面
積
は
、
こ
の
30
年

間
で
約
3
分
の
1
に
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
現
在
の
農
地
面
積
は
約

２
５
０
ha
あ
り
、
23
区
中
第
1
位
で
す
。

都

業
体
験
農
園
は
、
平
成
８

（
１
９
９
６
）年
に
練
馬
区
で

初
め
て
生
ま
れ
た
農
園
で
、
都
市
農

業
な
ら
で
は
の
農
園
利
用
方
式
と
し

て
、
全
国
に
広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

農
業
体
験
農
園（
15
園
）は
、
農

園
主
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら

れ
た
作
付
け
計
画
に
従
い
、
種
ま
き
、

苗
の
植
え
付
け
か
ら
収
穫
ま
で
を
体

験
し
ま
す
。
安
全･

安
心
が
確
実
に

わ
か
る
の
は
自
分
の
手
で
育
て
る
か

ら
。
利
用
者
は
、
野
菜
を
楽
し
ん
で

育
て
な
が
ら
、
都
市
農
地
の
必
要
性

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

農

馬
区
と
い
え
ば
練
馬
大
根
が
有

名
で
す
が
、
実
は
練
馬
の
野
菜

の
主
産
品
は
キ
ャ
ベ
ツ
。
現
在
キ
ャ
ベ
ツ

の
作
付
け
面
積
は
区
内
の
畑
の
お
よ
そ

4
割
と
最
も
多
く
、
練
馬
の
農
業
を
象

徴
す
る
野
菜
と
な
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
キ
ャ
ベ
ツ
の
生
産
量
は
約
２
４
６
２
ト

ン
と
都
内
一
で
す
。
石
神
井
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
セ
ン
タ
ー
に
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
が
特
産
品

に
な
っ
た
こ
と
を
記
念
す
る「
甘
藍（
キ
ャ

ベ
ツ
）の
碑
」が
建
っ
て
い
ま
す
。

練

2 3 区一2 3 区一 日 本 初日 本 初

ブルーベリーが大好きなクマの３兄弟
（リルン、ブルン、ベルン） 例年、12月上旬に開催しています。
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し
ま
え
ん
の
シ
ン
ボ
ル
と

も
い
え
る
華
麗
な
回
転
木

馬《
カ
ル
ー
セ
ル
エ
ル
ド
ラ
ド
》。

１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
も
ち
、

世
界
に
現
存
す
る
も
の
で
は
最
古

級
の
遊
戯
施
設
で
す
。
明
治
40

（
１
９
０
７
）年
に
、
回
転
木
馬

の
設
計
技
師
だ
っ
た
ド
イ
ツ
人
の

ヒ
ュ
ー
ゴ
ー
・
ハ
ッ
セ
が
製
作
し
た

も
の
で
、
当
時
、
世
界
最
大
に
し

て
最
も
豪
華
な
カ
ル
ー
セ
ル（
回
転

木
馬
）と
い
わ
れ
ま
し
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
巡
回
営
業
さ

れ
た
後
、
明
治
44（
１
９
１
１
）年

に
米
国
東
海
岸
の
コ
ニ
ー
ア
イ
ラ
ン

ド
に
渡
り
、
昭
和
39（
１
９
６
４
）

年
ま
で
営
業
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
解
体
さ
れ
、
倉
庫
に
眠
っ
て

い
た
も
の
を
購
入
し
、
原
形
ど
お
り

に
復
元
。
昭
和
46（
１
９
７
１
）年

4
月
３
日
か
ら
、
わ
が
国
の
子
ど

も
た
ち
の
み
な
ら
ず
、
訪
れ
る
世
界

の
人
々
に
夢
と
楽
し
み
を
与
え
続

け
て
い
ま
す
。

今
で
は「
流
れ
る
プ
ー
ル
」は
全
国
に
数

多
く
あ
り
ま
す
が
、
世
界
で
初
め
て
で
き
た

の
が
、
と
し
ま
え
ん
の
流
れ
る
プ
ー
ル
で
す
。

流
れ
る
プ
ー
ル
は
、
昭
和
40（
１
９
６
５
）

年
6
月
19
日
に
開
業
。昭
和
63（
１
９
８
８
）

年
に
は
、
23
区
内
で
は
最
大
規
模
の
大
型

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー「
ハ
イ
ド
ロ
ポ
リ
ス
」

を
開
業
、
現
在
、
６
つ
の
プ
ー
ル
が
あ
り
、

と
し
ま
え
ん
の
名
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

流
れ
る

プ
ー
ル
は

世
界
初

と

《
カ
ル
ー
セ
ル
エ
ル
ド
ラ
ド
》
は

世
界
最
古
級
の

メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド

全体に20世紀初頭のアール・ヌーヴォー様式の装飾が
施され、木馬の造形などの彫刻は、現在でも価値あ
る美術工芸品として評価されています。

としまえん
世界最古級世界最古級

世 界 初世 界 初

アメリカ、ニューヨークのコニーアイランドでは、
スペイン語で“黄金郷”を意味するエルドラドと
呼ばれ遊園地の名物として愛されていました。

「流れるプール」と「ハイドロポリス」
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練馬のまちで初めてつくられた農産物や産業機械。
また練馬で唯一つくられている食品やご当地グルメ。
そんな練馬から生まれ、日本や世界で広く愛されている
「いちばん」や「誇り高い」生産品を紹介します。

鈴茂器工（株）の寿司ロボット 12
（株）光波の自動販売機のボタン、LED 12
学校給食リサイクル肥料「練馬の大地」 13
練馬の漬物業 14
ご当地グルメのニューフェース「練馬野菜餃子」 15
国産初のビール麦・金子ゴールデン 16
23区唯一の牧場・小泉牧場 17
味噌蔵元・糀屋三郎右衛門 18
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日本の食文化の粋、握り寿司を
ワールドワイドな料理へ普及させたのは

一人の男の情熱だった。

世界初の「寿司ロボッ
ト」1号機。この段階
では、まだ米粒が切断
され、断面から水分が
逃げてしまっていた。

創
業
以
来
培
っ
て
き
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
応
用
技
術
と
光
学
設
計
技
術
を
ベ
ー
ス
に
、

自
販
機
用
商
品
選
択
ボ
タ
ン
で
日
本
一
の
シ
ェ
ア
を
保
有
。

最新の超小型「シャリ玉
ロボット」。シャリを練
らず固めず、よりふんわ
りと仕上げる。1時間で
2000～3600カンを握る。

寿司・おむすび兼用
「お櫃型ロボット」

防塵・防水・耐衝
撃性に優れた自動
販売機のボタン。

12



ボードライト910

区立小・中学校、保育園、福祉施設の
給食の残菜、残飯を活用した
学校給食リサイクル肥料。

JA東京あおば総合園芸センターふれあい
の里で、１袋（20kg入り）960円（税込
み1,008円）で販売されている。
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肉
食
に
偏
り
が
ち
な
現
代
の
食
生
活
で
、
新
た
に

優
れ
た
健
康
食
品
と
し
て
漬
物
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

たくあん漬け用の大根として
名高い練馬大根。肉質は繊
維が多く、水分が少ないの
で実がしまって、乾きやすい
特性があり、干し大根にす
るのに最良の大根です。

その他、柿の皮と米ぬかで漬け込んだ風味
豊かな甘口の「柿ぬか沢庵」や、はちみつに
漬け込んだ甘さと酸味が特徴の「はちみつ楽
京」など、区内業者の自慢の漬物が並びます。
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練馬産キャベツの旬を味わおう。

JA東京あおばの「練馬野菜餃
子」は、練馬産キャベツと国
産野菜の餡がたっぷりでちょ
いデカ、ジューシー。練馬大
根ドレッシングと練馬大根入
りゆずぽん酢をかけてもおいし
い。いずれも季節限定で、JA
東京あおば直売所で販売。

平成22（2010）年のキャンペー
ンでは、オリジナルの練馬野菜
餃子が食べられる区内飲食店
の食べ歩きマップを作成。
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国産初のビール麦は練馬区発祥！
味わい深いビール麦「金子ゴールデン」

のブランド化が進められています。

金子ゴールデンは、早生で
草丈が低いため、倒れにくく、
少量の肥料でも生育が良い。

練馬区で発祥した国産初のビール麦を使用した地ビール。
平成23（2011）年春の商品化に向けて取り組んでいます。
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23区内たった１軒の
牧場が小泉牧場。

「アイスミルク」は地元の名産品に。
牧場でしぼった牛乳を使用してつくったアイス
ミルク。小泉牧場やファーマーズショップ「こぐ
れ村」で販売しています。

「牛の体ってあたたかい！」。
子どもたちにとっては、命や
食の大切さを感じる貴重な
体験学習です。
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7代目当主の辻田雅寛さんと、
左は奥様の美幸さん、右は義
妹の和美さん。6代目の辻田紀
代志さんと共に造る味噌は、愛
情のこもった手造りの味。

都
内
で
唯
一
の
味
噌
蔵
元
。

こ
う
じ
・
大
豆
は
国
内
産
、天
然
醸
造
に

こ
だ
わ
っ
た
手
造
り
味
噌
で
す
。

左から、「京の里」、「おふくろ自慢・甘口」、甘酒「江
戸の誉」、“ねりコレ”に選ばれている「すずしろの
里」、「おふくろ自慢・中辛」。この他、玄米、麦の
味噌、こうじ、手作り味噌セットも販売している。

数代にわたって研究を重ねた自慢の白米の生（なま）
こうじ。玄米・小麦・大麦のこうじもあり、区内の
漬物店の他、味噌作りに求めるお客さんも多い。（生
のこうじは直接お問い合わせ下さい。※MAP22）

練馬の大根（すずしろ）からイ
メージした淡色味噌。無添加、
天然醸造で国産大豆の味と
香りを引き出したお味噌。
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みどりの面積の割合（緑被率）は23区一 20
三宝寺池沼沢植物群落 21
カタクリ群落 22
牧野記念庭園 23
白山神社の大ケヤキ 24

武蔵野の面影を残す練馬区は、みどりにあふれています。
みどりの多い環境は、住みやすいまち。

でも、人とみどりがいつまでも共生していくためには、
守るだけでなく増やすことがなにより大切です。
ここでは、練馬の「みどりいちばん」を紹介します。
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みどりいちばん 自 然 図 鑑

豊
か
な
み
ど
り
・
練
馬

み
ど
り
の
面
積
の
割
合（
緑
被
率
）は
23
区
一

市
民
緑
地
日
本
一

か
な
み
ど
り
は
練
馬
の
特
徴
で

す
。
憩
い
の
森
な
ど
の
市
民

緑
地
の
数
で
は
日
本
一
の
数
を
誇
り

（
練
馬
区
50
で
、
２
位
名
古
屋
市
16
）、

生
産
緑
地
も
23
区
一
の
面
積
を
誇
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
樹
木
や
農
地
、
草
地
な

ど
、
み
ど
り
が
区
の
面
積
に
占
め
る

割
合
を
は
か
る
緑
被
率
で
は
、
23
区
一
。

５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
て
い
る「
み
ど

り
の
実
態
調
査
」に
よ
る
と
、
そ
の
率

は
、
平
成
18
年
度
の
調
査
結
果
で
は

26
・
１
％
と
な
り
、
現
在
、
23
区
一

で
す
。
平
成
13
年
度
に
実
施
し
た
前

回
の
調
査
結
果（
20
・
９
％
）と
比
較

し
て
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
樹
木
が
生

長
し
た
こ
と
、

生
垣
や
屋
上

緑
化
が
増
え

た
こ
と
、
農

地
の
減
少
率

の
低
下
、
加

え
て
緑
被
率

の
抽
出
精
度
を
上
げ
た
こ
と
な
ど
が
主

な
理
由
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
豊
か
な
み
ど
り
も

77
％
が
民
有
地
の
み
ど
り
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
将
来
は
減
少
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
区
で
は
、区
民・

事
業
者
・
区
が
協
働
し
て
、
今
の
子

ど
も
た
ち
が
社
会
の
中
心
に
な
っ
て
活

躍
す
る
30
年
後
に
は
、
緑
被
率
30
％

を
目
指
す「
み
ど
り
30
推
進
計
画
」を

平
成
18
年
度
に
策
定
し
、
み
ど
り
を

増
や
し
守
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

豊

生
産
緑
地
23
区
一

緑
被
率
23
区
一

石庭の森緑地大ケヤキ

憩いの森 光が丘公園大いちょう

農地

平成つつじ公園の宇宙つつじ
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神
井
公
園
の
三
宝
寺
池
は
、

井
の
頭
池
、
善
福
寺
池
と
と

も
に
武
蔵
野
三
大
湧
水
池
の
一
つ
。

東
京
で
は
珍
し
い
沼
沢
植
物
が
生
育

し
て
お
り
、
昭
和
10（
１
９
３
５
）年
に

「
三
宝
寺
池
沼
沢
植
物
群
落
」と
し
て

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
指
定
当
時
は
シ
ャ
ク
ジ
イ
タ
ヌ
キ

モ
、
カ
キ
ツ
バ
タ
、
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
、
ヒ

ツ
ジ
グ
サ
な
ど
、
水
温
が
低
く
水
の
き

れ
い
な
と
こ
ろ
に
生
育
す
る
水
生
植
物

が
繁
茂
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
周
辺
地
域
の
都
市
化
に

伴
い
、
昭
和
40（
１
９
６
５
）年
ご
ろ

か
ら
湧
き
水
が
減
少
。
水
質
の
悪
化

に
伴
い
ハ
ン
ノ
キ
、
ヨ
シ
、
キ
シ
ョ
ウ

ブ
が
茂
り
、
池
の
植
物
相
は
変
化
し

て
貴
重
な
植
物
の
多
く
が
消
滅
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
状
況
を
改
善
す

る
た
め
東
京
都
は
、
専
門
家
や
文
化

庁
の
指
導
・
助
言
の
下
、
以
前
の
環

境
を
回
復
す
る
た
め
の
事
業
を
進
め
、

そ
の
結
果
、カ
キ
ツ
バ
タ
や
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
、

ハ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
、
コ
ウ
ホ
ネ
な
ど
の
貴

重
な
植
物
が
順
調
に
増
え
、
消
滅
し

た
植
物
も
少
し
ず
つ
回
復
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
池
に
沿
っ
て
木
道
が
整
備

さ
れ
、
気
軽
に
湿
原
散
歩
が
楽
し
め

ま
す
。

三宝寺池

国
の
天
然
記
念
物
指
定

都
会
で
は
珍
し
い
水
生
植
物
が
茂
る
湧
水
の
池

三
宝
寺
池
沼し

ょ

う

た

く沢
植
物
群
落
●
石
神
井
公
園（
石
神
井
台
１
丁
目
）

石

池畔に建つ
記念物指定の石碑

三宝寺池
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みどりいちばん 自 然 図 鑑

春
ら
ん
ま
ん
の
頃
、薄
紫
色
の
可
憐
な
花
が
一
面
に
咲
き
誇
る

カ
タ
ク
リ
群
落
●
清
水
山
憩
い
の
森
（
大
泉
町
１
丁
目
）

23
区
最
大
の
群
生
地

京
23
区
で
最
大
の
カ
タ
ク
リ

の
自
生
地
が「
清
水
山
憩
い

の
森
」。
推
定
約
30
万
株
の
カ
タ
ク

リ
が
自
生
し
て
お
り
、
区
で
は
、
こ

の
貴
重
な
森
を
永
く
保
存
す
る
た
め
、

昭
和
51（
１
９
７
６
）年
か
ら「
憩
い

の
森
」に
指
定
し
て
保
全
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

見
頃
を
迎
え
る
3
月
下
旬
か
ら
4

月
上
旬
に
は
、
武
蔵
野
の
面
影
を
残

す
典
型
的
な
雑
木
林
の
北
側
斜
面
の

一
面
が
、
薄
紫
色
の
カ
タ
ク
リ
の
花

で
覆
わ
れ
ま
す
。
カ
タ
ク
リ
は
、
暖

か
な
晴
天
の
朝
に
下
向
き
に
６
枚
の

花
び
ら
を
開
き
、
次
第
に
反
り
返
っ

て
咲
き
ま
す
が
、
夕
方
に
は
閉
じ
て

し
ま
う
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

一
株
の
開
花
期
間
は
１
週
間
程
度
。

花
を
つ
け
た
カ
タ
ク
リ
は
、
翌
年
は

一
枚
葉
と
な
っ
て
開
花
を
休
む
た
め
、

１
年
お
き
の
開
花
と
な
り
ま
す
。

東

カタクリは、ユリ科に属する
多年草で、冬から早春にか
けて、陽光が降り注ぐ湿り
気のある落葉樹林に見られ
る。カタクリは、種子から花
が咲くまでに7～8年かかる
とされ、高さは10㎝ほど。7
～8年で2枚葉を出し、2枚
の葉から出る茎の先に花を
つける。花は通常薄紫色で
下を向き、6枚の花びらを
外に反り返らせて咲くのが
特徴。

カタクリ

清水山憩いの森に咲くカタクリ

可憐な花が多くの人の目を楽しませています。
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（1862～1957）
「日本の植物学の父」とい
われ、多数の新種を発見
し命名も行った近代植物
分類学の権威。

牧野富太郎博士の胸像

牧野記念庭園入り口

植物標本などの常設展示室 講習棟

国
の
名
勝
地
指
定
、
都
内
第
１
号九州に自生し、博士が持ち帰ったとさ

れる珍しい白いヒガンバナ。この花目
当てに訪れる人も多い。

シロバナマンジュシャゲ
博士が高知市の仙台屋の前で発見し、
命名した桜で、その幼木を持ち帰り
植えられたもの。

センダイヤ
牧野博士の妻・寿衛が亡くなった年に、
博士が仙台で発見し、亡き妻を偲ん
で献名。そのスエコザサは今、博士の
胸像を囲んでいる。

スエコザサ

庭 園の植 物

３
０
０
種
以
上
の
植
物
が
、四
季
折
々
の
表
情
を
見
せ
る

牧
野
記
念
庭
園
●
東
大
泉
６
丁
目

野
記
念
庭
園
は
、
世
界
的
に

有
名
な
植
物
学
者
で
あ
る
故

牧
野
富
太
郎
博
士
の
住
居
跡
を
整
備

し
た
庭
園
。
牧
野
博
士
が
亡
く
な
っ

た
後
、
こ
の
植
物
学
ゆ
か
り
の
聖
地

を
広
く
一
般
に
開
放
し
、
博
士
の

偉
業
を
末
永
く
後
世
に
伝
え
よ
う
と
、

区
が
昭
和
33（
１
９
５
８
）年
に
開
園

し
ま
し
た
。
平
成
21（
２
０
０
９
）年
に

は
都
内
で
初
め
て
、
国
の
登
録
記
念

物【
名
勝
地
関
係
お
よ
び
遺
跡
関
係
】

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

博
士
が「
わ
が
植
物
園
」と
愛
し
た

約
２
２
０
０
㎡
の
庭
園
に
は
、
日
本

全
国
は
も
と
よ
り
外
国
ま
で
探
し
求

め
て
集
め
た
３
０
０
種
類
以
上
の
植

物
が
植
え
ら
れ
、
年
間
を
通
し
て
区

内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

牧
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みどりいちばん 自 然 図 鑑

古
く
か
ら
ね
り
ま
を
見
守
る

白
山
神
社
の
大
ケ
ヤ
キ
●
練
馬
４
丁
目

ケ
ヤ
キ
と
し
て
23
区
唯
一
の

国
の
天
然
記
念
物

石段下の大ケヤキ（平成6年の治療後撮影）

山
神
社
の
境
内
に
で
ん
と
構

え
る
２
本
の
大
木
は
、
樹
齢

９
２
０
年
以
上
の
大
ケ
ヤ
キ
。
鎌
倉

時
代
よ
り
前
に
、
源
義
家
が
戦
勝
を

祈
願
し
て
植
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
石
段
の
上
下
に
１
本
ず
つ
あ

り
、
上
の
木
は
高
さ
14
ｍ
、
幹
周
り

７
・
２
ｍ
、
下
は
高
さ
19
ｍ
、
幹
周

り
８
・
０
ｍ
。
ど
ち
ら
も
ケ
ヤ
キ
と
し

て
は
23
区
唯
一
、
国
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
、
区
選
定
の「
ね
り
ま

の
名
木
百
選
」に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
ケ
ヤ
キ
は
平
成
3（
１
９
９
１
）

年
か
ら
、
数
回
に
わ
た
り
樹
木
診
断

と
治
療
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

落
雷
や
長
い
年
月
の
腐
朽（
ふ

き
ゅ
う
）の
進
行
に
よ
る
樹
木
の
幹

の
空
洞
化
な
ど
が
原
因
で
、
巨
木

は
衰
弱
し
て
い
ま
し
た
。
樹
木

医
の
治
療
に
よ
っ
て
2
本
の

大
ケ
ヤ
キ
は
徐
々
に
樹
勢
を
取
り
戻

し
、
現
在
も
な
お
、
元
気
な
姿
で
練

馬
の
人
た
ち
を
見
守
り
続
け
て
い
ま

す
。

白

石段下の大ケヤキ（現在）
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<文化>
・ 五味コレクションの名盤コンサート
・ 世界一小さな音楽祭　小竹の森音楽祭
・ 練馬にもあった「アトリエ村」と、女性漫画家
 たちの拠点「大泉サロン」

<暮らし>
・ 全国で初めて偽造防止強化用
 ホログラムを導入
・ まちを守るための区（市）民防災組織の
 数は都内一

<環境・まちづくり>
・ 区民1人1日当たりのごみ排出量は、23区で最少
・ 全国で最初に総合的なアスベスト飛散防止に
 関する条例を制定
・ 23区で初めての総合的なまちづくり条例制定
・ レンタサイクル供用台数は都内一

<福祉>
・ 長寿、23区で男性は1位、女性は2位
・ 日本の盲導犬（アイメイト）発祥の地
・ 学童クラブ施設数は23区一

<スポーツ>
・ 少年サッカーチーム登録数は都内一
・ 練馬で生まれたキャッチバレーボール
・ 貴重な１台が練馬にあったトランポリン
・ オリンピック選手を輩出した、
 日本初の三宝寺池100ｍプール

<その他>
・ 練馬は東京23区で最後に誕生した区
・ 標高58mは、23区一
・ 〝練馬〟を歌う
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芥
川
賞
作
家
・
時
代
小
説
家
と
し

て
有
名
な
故
五
味
康
祐（
ご
み
や
す
す

け
）氏
は
、
大
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
好

き
で
オ
ー
デ
ィ
オ
マ
ニ
ア
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
氏
の
オ
ー
デ
ィ
オ
や

音
楽
に
対
す
る
広
範
な
知
識
は
、「
西

方
の
音
」や「
オ
ー
デ
ィ
オ
巡
礼
」な
ど

の
音
楽
評
論
集
に
ま
と
め
ら
れ
、
多

く
の
フ
ァ
ン
を
持
っ
て
い
ま
す
。

練
馬
区
に
は
、
下
石
神
井
、
大
泉

学
園
町
に
昭
和
27（
１
９
５
２
）年
か

ら
昭
和
55（
１
９
８
０
）年
に
亡
く
な
る

ま
で
住
ん
で
い
ま
し
た
。
氏
の
遺
産
を

守
っ
て
き
た
ご
遺
族
の
亡
き
後
、
練

馬
区
で
は
、
文
学
資
料
や
美
術
作
品
、

貴
重
な
オ
ー
デ
ィ
オ
機
器
や
レ
コ
ー
ド

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
受
け
入
れ
、
㈶

練
馬
区
文
化
振
興
協
会
が
こ
れ
ら
の

資
料
の
分
類
整
理
や
公
開
の
事
業
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

音
響
関
係
の
遺
品
は
、
１
９
５
０

〜
70
年
代
の
貴
重
な
オ
ー
デ
ィ
オ
機
器

と
約
８
０
０
枚
の
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
。
没

後
長
ら
く
手
入
れ
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
そ
の
状
態
は
決
し
て
よ
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

遺
品
の
白
眉
は
、
日
本
に
１
台
と

い
わ
れ
る
タ
ン
ノ
イ
・
オ
ー
ト
グ
ラ
フ
。

「
英
国
の
気
品
」と
も
称
さ
れ
、
五
味

氏
が
自
ら
イ
ギ
リ
ス
本
国
に
直
接
注

文
し
て
取
り
寄
せ
、愛
し
て
や
ま
な
か
っ

た
ス
ピ
ー
カ
ー
で
す
。

㈶
練
馬
区
文
化
振
興
協
会
が
専
門

家
の
協
力
の
も
と
に
調
整
と
鳴
ら
し

込
み
を
重
ね
た
結
果
、
Ｃ
Ｄ
や
生
演

奏
で
も
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
ク
ラ

シ
ッ
ク
・
オ
ー
デ
ィ
オ
か
ら
流
れ
る
艶

や
か
で
豊
か
な
音
色
が
よ
み
が
え
り
ま

し
た
。

資
料
公
開
の
一
環
と
し
て
、
五
味

氏
の
Ｌ
Ｐ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
五
味
氏
の

オ
ー
デ
ィ
オ
で
聴
く
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
い
て
い
ま
す
。
こ
の
レ
コ
ー
ド

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
全
国
各
地
か
ら
の
応

募
者
が
多
く
、
抽
選
が
行
わ
れ
る
ほ

ど
の
盛
況
ぶ
り
。
貴
重
な
オ
ー
デ
ィ
オ

機
器
と
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
の
名
盤
の
深
い

響
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

小
竹
の
森
音
楽
祭
は
、
毎
年
秋
に

小
竹
小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る

音
楽
祭
。
地
元
の
小
竹
町
会
、
小
竹

小
学
校
と
同
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
協
力

し
な
が
ら
つ
く
り
上
げ
た
文
字
ど
お
り

手
づ
く
り
の
音
楽
祭
で
す
。

そ
も
そ
も
の
始
ま
り
は
、
平
成
５

（
１
９
９
３
）年
に
、
同
小
学
校
の
４

年
生
の
母
親
た
ち
が
開
い
た
ミ
ニ
音
楽

会
で
し
た
。
招
待
さ
れ
た
当
時
の
校

長
が「
学
年
だ
け
で
な
く
、
学
校
、
そ

れ
に
地
域
に
も
広
げ
た
行
事
に
し
よ

う
」と
発
案
。
そ
の
ア
イ
デ
ア
が
回
覧

板
で
地
域
に
伝
わ
り
、
翌
年
度
か
ら
、

世
界
一
小
さ
な
音
楽
祭
と
し
て
実
現

し
ま
し
た
。

〝
小
竹
の
森
〞の
名
称
は
、
小
学
校

校
庭
に
あ
る
小
さ
な
ビ
オ
ト
ー
プ
に
ち

な
ん
で
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

文化
五
味
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

名
盤
コ
ン
サ
ー
ト

逸品

練馬区役所の一室に保管されている五味康祐氏
愛用のオーディオシステム。部屋の広さは、ほぼ
五味家のリスニングルームと同じ。左右のスピー
カーは、1964年製のタンノイ・オートグラフ。

上段：LPレコードプレイヤー　
EMT930ST　カートリッジEMT
‐TSD15　中段：プリアンプ
McIntosh C-22　下段：メイン
アンプMcIntosh MC-275

世
界
一
小
さ
な
音
楽
祭

小
竹
の
森
音
楽
祭

世界一
練馬区役所内で開かれる名盤レコードコンサート

フィナーレの大合唱
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フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で
始
ま
る
音
楽
祭

は
、
第
一
部
で
小
竹
小
児
童
の
吹
奏

楽
や
合
唱
、
パ
パ
・
マ
マ
さ
ん
た
ち
の

コ
ー
ラ
ス
、
武
蔵
野
音
大
生
な
ど
ア
マ

チ
ュ
ア
に
よ
る
演
奏
。
第
二
部
は
こ
の

音
楽
祭
の
た
め
に
集
ま
っ
た
プ
ロ
の
演

奏
家
に
よ
る
演
奏
で
す
。
小
竹
町
周

辺
に
は
武
蔵
野
音
楽
大
学
や
日
本
大

学
芸
術
学
部
が
あ
り
、
音
楽
関
係
者

や
演
奏
家
が
多
く
住
ん
で
い
る
地
域

で
、
小
竹
小
学
校
の
卒
業
生
で
音
楽

の
道
に
進
ん
だ
人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て

多
く
の
人
達
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加

し
、
音
楽
祭
を
盛
り
上
げ
る
原
動
力

と
な
っ
て
い
ま
す
。

音
楽
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
小
竹
の

森
音
楽
祭
の
テ
ー
マ
曲「
大
空
高
く
」。

来
場
者
も
一
緒
に
な
っ
た
大
合
唱
が

会
場
を
包
み
ま
す
。

練
馬
区
で
は
平
成
18（
２
０
０
６
）

年
1
月
か
ら
、
全
国
で
初
め
て
証
明

書
用
紙
に「
ホ
ロ
グ
ラ
ム
」を
導
入
し

ま
し
た
。
証
明
書
用
紙
に
は
、
従
来

か
ら
隠
し
文
字
を
使
用
す
る
な
ど
の

偽
造
防
止
対
策
を
講
じ
て
い
ま
し
た
が
、

高
性
能
コ
ピ
ー
機
な
ど
に
よ
る
悪
質
な

証
明
書
偽
造
事
件
が
続
発
し
た
た
め
、

そ
の
対
策
の
強
化
を
目
的
と
し
た
も

の
で
す
。

ホ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
光
の
当
た
り
具
合

や
見
る
角
度
で
画
像
の
色
や
立
体
的

な
模
様
が
変
化
し
て
見
え
る
特
殊
な

印
刷
を
し
た
フ
ィ
ル
ム
。
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
や
一
万
円
札
な
ど
に
も
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

ホ
ロ
グ
ラ
ム
の
使
用
に
よ
っ
て
カ
ラ
ー

コ
ピ
ー
や
カ
ラ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
な
ど
に
よ

る
偽
造
が
困
難
に
な
り
、
偽
造
被
害

の
防
止
に
効
果
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

導
入
し
て
い
る
証
明
書
は
、
印
鑑
登

録
証
明
書
、
軽
自
動
車
税
納
税
証
明

練馬にもあった
「アトリエ村」と、

女性漫画家たちの拠点
「大泉サロン」

昭
和
の
初
期
、
旧
東
京
市
西
部
に

は
多
く
の
芸
術
家
や
そ
の
卵
達

が
ま
と
ま
っ
て
住
ん
で
い
た
地
域（
ア
ト
リ

エ
村
）が
あ
り
、
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス（
豊

島
区
西
池
袋
）や
長
崎
ア
ト
リ
エ
村（
豊

島
区
旧
長
崎
町〈
現
在
の
要
町
〉）等
が
世

に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
時
期
、
練
馬
に
も
ア
ト
リ
エ
村
が

あ
っ
た
こ
と
を
、
隣
地
に
居
住
す
る
医

師
、中
井
嘉
文
さ
ん
が
精
力
的
に
調
査
し
、

「
練
馬
に
も
あ
っ
た
ア
ト
リ
エ
村
」と
い
う

冊
子
に
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

豊
玉
北
５
丁
目
に「
練
馬
ア
ト
リ
エ
村
」が
、

豊
玉
北
４
丁
目
に「
中
新
井
ア
ト
リ
エ
村
」

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

練
馬
ア
ト
リ
エ
村
に
は
荻
太
郎（
洋
画

家
）、
佐
藤
忠
良（
彫
刻
家
）、
舟
越
保
武

（
彫
刻
家
）等
が
、
中
新
井
ア
ト
リ
エ
村

に
は
朝
井
閑
右
衛
門（
洋
画
家
）等
の
ア

ト
リ
エ
が
あ
り
、
隣
接
し
て
今
井
ロ
ジ
ン

（
洋
画
家
）の
ア
ト
リ
エ
も
あ
り
、
の
べ
30

名
ほ
ど
の
作
家
が
住
ん
で
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
「
大
泉
サ
ロ
ン
」は
、昭
和
45（
１
９
７
０
）

年
頃
か
ら
漫
画
家
の
竹
宮
恵
子
と
萩
尾

望
都
が
大
泉
に
住
み
、
次
第
に
佐
藤
史

生
、
さ
さ
や
な
な
え
こ
、
花
郁
悠
紀
子
、

坂
田
靖
子
等
が
集
い
、
マ
ン
ガ
の
議
論

を
し
た
り
互
い
に
協
力
し
た
り
し
て
い
た

場
所
で
す
。
彼
女
た
ち
の
そ
の
後
の
活

躍
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
大
泉
サ

ロ
ン
は
女
性
版「
ト
キ
ワ
荘
」と
し
て
語
ら

れ
て
い
ま
す
。

全
国
で
初
め
て

偽
造
防
止
強
化
用

ホ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入

日本初

暮らし

ホログラムを使用した印鑑証明書

練馬アトリエ村について
調査した冊子。
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書
で
、
区
の
紋
章
と「
練
馬
区
」の
文

字
が
浮
き
上
が
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
ホ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

地
震
な
ど
の
被
害
を
最
小
限
に
止

め
る
た
め
に
は
、
家
庭
の
日
頃
か
ら
の

備
え
と
と
も
に
、
町
会
や
自
治
会
を

単
位
と
し
た
地
域
の
協
働
組
織
に
よ

る
行
動
が
重
要
で
す
。
区（
市
）民
防

災
組
織
と
は
、
地
域
の
防
災
活
動
を

効
果
的
に
行
う
た
め
の
組
織
で
す
。

練
馬
区
の
区
民
防
災
組
織
に
は
、

防
災
会（
消
火
、
救
出
救
護
等
の
活

動
）、
市
民
消
火
隊（
避
難
道
路
及
び

火
災
危
険
度
の
高
い
地
域
の
消
火
）、

避
難
拠
点
運
営
連
絡
会（
災
害
時
に

区
立
小
・
中
学
校
に
開
設
す
る
避
難

拠
点
の
運
営
協
力
、
避
難
者
の
支
援
）

な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
日
頃
か
ら
災

害
時
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た「
ま
ち
を
守
る
」た
め
に

区
民
が
自
発
的
に
設
立
し
た
防
災
組

織
は
、
平
成
21（
２
０
０
９
）年
4
月

1
日
現
在
、
４
０
７
団
体（
都
内
一
）

あ
り
ま
す
。

練
馬
区
で
は
平
成
12（
２
０
０
０
）

年
か
ら
ご
み
を
出
さ
な
い
社
会
を
め
ざ

し
て「
練
馬
区
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
」を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
12
年
度
か
ら
21

年
度
に
か
け
て
、
区
が
収
集
す
る
ご
み

の
総
量
は
約
20
％
、
３
４
０
９
０
t

減
少（
１
人
当
た
り
ご
み
排
出
量
は
約

25
％
、
64
・
8
㎏
減
少
）。
ま
た
、
平

成
20
年
か
ら
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

を
資
源
回
収
し
た
こ
と
に
よ
り
、
不
燃

ご
み
の
量
が
12
年
度
比
で
約
81
・
５
％
、

３
０
１
８
８
t
も
減
少
し
ま
し
た
。
そ

し
て
平
成
21
年
度
現
在
、
1
人
1
日

当
た
り
の
ご
み
排
出
量
は
、
23
区
一
少

な
い
５
５
１
・
０
２
ℊ
で
す
。

区
で
は
、
町
会
・
自
治
会
な
ど
地

域
住
民
の
自
主
的
な
活
動
に
よ
る
集

団
回
収
を
支
援
し
つ
つ
、
集
積
所
回

収
で
古
紙
と
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

を
、
街
区
路
線
回
収
で
飲
食
用
び
ん
・

缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
、
拠
点
回
収
で

古
布
、
乾
電
池
、
廃
食
用
油
、
紙
パ
ッ

ク
を
、販
売
店
回
収
で
紙
パ
ッ
ク
、ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
乾
電
池
の
資
源
を
回
収

し
て
い
ま
す
。

練
馬
区
は
全
国
に
先
駆
け
て
、
平

成
15
年
度
と
平
成
16
年
度
に
、
小
・

中
学
校
と
区
民
施
設
を
対
象
に
、
国

が
示
し
た
白
石
綿
、
茶
石
綿
、
青
石

綿
の
3
種
類
の
ア
ス
ベ
ス
ト（
石
綿
）

の
使
用
実
態
を
調
べ
ま
し
た
。
調
査

を
も
と
に
、
こ
れ
ら
の
ア
ス
ベ
ス
ト
を

含
ん
で
露
出
し
て
い
た
吹
き
付
け
材

は
平
成
17
年
度
ま
で
に
す
べ
て
取
り

除
き
ま
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
国
や
東

京
都
に
よ
る
規
制
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
施
設
や
建
材
が
限
定
さ
れ
、

飛
散
防
止
対
策
と
し
て
必
ず
し
も
十

環境・
まちづくり

ま
ち
を
守
る
た
め
の

区
（
市
）
民
防
災
組
織
の

数
は
都
内
一

都内一

区
民
1
人
1
日
当
た
り
の

ご
み
排
出
量
は
、

23
区
で
最
少

23区一

全
国
で
最
初
に
総
合
的
な

ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止

に
関
す
る
条
例
を
制
定
日本初
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分
と
は
い
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
、区
は
国
の
規
制
強
化
に
先
駆
け
て
、

建
築
物
に
使
用
さ
れ
て
い
る
ア
ス
ベ
ス

ト
の
飛
散
防
止
対
策
の
強
化
・
充
実

を
図
り
区
民
の
生
活
環
境
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
平
成
17（
２
０
０
５
）

年
に
全
国
で
最
初
に
総
合
的
な「
ア

ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
条
例
」を
制
定
し

ま
し
た
。

練
馬
区
は
、
水
と
み
ど
り
に
よ
る
美

し
い
武
蔵
野
の
風
景
が
随
所
に
見
ら

れ
る
地
域
で
す
。
し
か
し
、
近
年
の

急
速
な
市
街
化
に
よ
っ
て
ま
ち
の
景
観

は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
ま
ち
の
あ
る
べ
き
将
来
像
を

地
域
住
民
が
と
も
に
考
え
、
共
有
し
、

地
域
の
資
源
を
大
切
に
継
承
し
、
調

和
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
平
成
15
年
度
か
ら
、
区
民

参
加
に
よ
る
条
例
の
検
討
が
行
わ
れ
、

平
成
17（
２
０
０
５
）年
に
練
馬
区
ま

ち
づ
く
り
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

23
区
で
は
初
め
て
定
め
ら
れ
た
、
総

合
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
条
例
で

す
。こ

の
条
例
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け

る
区
民
、
事
業
者
お
よ
び
練
馬
区
の

適
切
な
役
割
分
担
と
協
力
関
係
の
仕

組
み
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
都
市
計
画
等
の
決
定
に

お
け
る
住
民
参
加
や
、
ま
ち
づ
く
り
の

住
民
提
案
の
仕
組
み
、
開
発
事
業
に

関
し
て
の
調
整
の
仕
組
み
な
ど
、
多

様
な
課
題
に
対
応
し
て
お
り
、
全
国

で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
条
例
に
な
っ
て

い
ま
す
。

公
害
の
な
い
手
軽
な
乗
り
物
と
し

て
自
転
車
が
見
直
さ
れ
る
と
と
も
に
、

放
置
自
転
車
や
駅
周
辺
の
駐
輪
場
不

足
な
ど
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
全

国
自
転
車
問
題
自
治
体
連
絡
協
議
会

（
練
馬
区
が
事
務
局
、
正
会
員
１
４
９

市
区
町
）で
は
、「
安
全
に
走
る
環
境
」

と「
停
め
る
環
境
」を
創
出
す
る
取
り

組
み
に
対
し
て
、
国
や
都
道
府
県
を

あ
げ
て
の
支
援
を
求
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
環
境
に
や
さ
し
く
健
康
増

進
に
も
役
立
つ
の
も
自
転
車
の
魅
力

の
一
つ
。
練
馬
区
で
は
、
区
内
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ

プ「
チ
ャ
リ
ま
っ
ぷ
」を
作
成
し
、
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い

ま
す
。
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
供
用
台
数

は
２
７
０
０
台
で
、
練
馬
区
が
都
内

一（
平
成
23（
２
０
１
１
）年
2
月
現
在
）

で
す
。

厚
生
労
働
省
の
平
成
17（
２
０
０
５
）

年
市
区
町
村
別
平
均
寿
命
に
よ
る
と
、

練
馬
区
の
男
性
の
平
均
寿
命
は
81
・

２
歳
で
全
国
５
位
。
23
区
で
は
1
位

の
長
寿
で
す
。
女
性
は
86
・
８
歳
で
、

23
区
で
は
第
2
位
。
ち
な
み
に
最
新

の
平
成
21
年
の
全
国
の
平
均
寿
命
は
、

男
性
79
・
59
歳
、
女
性
86
・
44
歳
で
、

男
性
・
女
性
と
も
練
馬
区
の
寿
命
が

上
回
っ
て
い
ま
す
。

23
区
で
初
め
て
の

総
合
的
な

ま
ち
づ
く
り
条
例
制
定23区初

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

供
用
台
数
は
都
内
一

都内一

福 祉
長
寿
、
23
区
で

男
性
は
1
位
、女
性
は
2
位23区一

29



関
町
に
あ
る
（財）
ア
イ
メ
イ
ト
協
会
は
、

昭
和
32（
１
９
５
７
）年
に
日
本
で
初

め
て
国
産
盲
導
犬
の
第
1
号
と
な
る

「
チ
ャ
ン
ピ
イ
」を
育
て
た
故
塩
屋
賢
一

氏
が
創
設
し
た
非
営
利
団
体
。
ア
イ

メ
イ
ト（
盲
導
犬
）の
育
成
と
、
視
覚

障
害
者
へ
の
歩
行
・
日
常
生
活
指
導

を
通
し
、
視
覚
障
害
者
が
社
会
に
適

応
す
る
手
立
て
を
準
備
す
る
こ
と
を

最
大
の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
協
会

を
巣
立
っ
た
視
覚
障
害
者
と
ア
イ
メ
イ

ト
の
ペ
ア
は
１
１
４
０
組
以
上
で
す
。

「
ア
イ
メ
イ
ト
」と
い
う
呼
び
名
は
、

「
私
の
愛
す
る
目
の
仲
間
」と
い
う
意

味
を
込
め
て
、
ア
イ
メ
イ
ト
協
会
だ
け

が
使
っ
て
い
る
名
称
で
す
。

学
童
ク
ラ
ブ
は
、
保
護
者
が
共
働

き
な
ど
の
た
め
、
放
課
後
保
育
に
欠

け
る
小
学
校
1
年
生
か
ら
3
年
生
ま

で
、
障
害
児
は
6
年
生
ま
で
の
児
童

を
預
か
る
施
設
で
、
指
導
員
の
指
導

の
も
と
に
遊
び
や
生
活
を
通
じ
て
協

力
し
合
い
、
楽
し
く
生
き
生
き
と
放

課
後
を
過
ご
す
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
区
内
に
は
、
児
童
館
内
、
小

学
校
内
な
ど
に
学
童
ク
ラ
ブ
が
93
か

所
あ
り
、
23
区
一
の
数
で
す
。

東
京
都
サ
ッ
カ
ー
協
会
少
年
連
盟

登
録
チ
ー
ム
数（
平
成
21（
２
０
０
９
）

年
５
月
20
日
現
在
）に
よ
る
と
、
少
年

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
数
が
東
京
都
で
一

番
多
い
の
が
練
馬
区
で
、
61
チ
ー
ム
。

次
に
多
い
の
が
世
田
谷
区
の
56
チ
ー
ム
、

杉
並
区
の
39
チ
ー
ム
と
続
き
ま
す
。

両
手
で
取
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル「
キ
ャ
ッ

チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
は
、
練
馬
で
生

ま
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
昭
和
45

（
１
９
７
０
）年
、
桜
台
地
域
の
青
少

年
育
成
地
区
委
員
会
が
女
子
小
学
生

向
け
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
と
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た

「
ネ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」を
創
作
し
た
の
が
現

在
の
原
型
で
す
。

そ
の
後
、
地
域
の
先
生
方
や
マ
マ
さ

ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
方
々
の
協
力
の
も
と
、

ル
ー
ル
も
徐
々
に
整
備
さ
れ
、
昭
和
55

（
１
９
８
０
）年
、
練
馬
区
ネ
ッ
ト
ボ
ー

ル
協
会
が
設
立
さ
れ
る
と
と
も
に
、
第

１
回
練
馬
区
ネ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開

アイメイト協会創設者の
故塩屋賢一氏関町南にある「アイメイト発祥の地」の石碑

学
童
ク
ラ
ブ
施
設
数
は

23
区
一

23区一

スポーツ
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

登
録
数
は
都
内
一

都内一

練
馬
で
生
ま
れ
た

キ
ャ
ッ
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
日本初両手で取るバレーボールなので子どもでも安心

日
本
の
盲
導
犬

（
ア
イ
メ
イ
ト
）発
祥
の
地日本初

区内のサッカー大会開会式
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催
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
で
は
、名
称
も
キ
ャ
ッ
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
に
改
め
ら
れ
、
チ
ー
ム
の
あ
る

小
学
校
は
区
内
全
域
に
広
が
る
と
と

も
に
、
練
馬
区
体
育
協
会
に
も
加
盟

し
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
一
般
男
女
、

ヤ
ン
グ
と
約
73
団
体（
約
１
３
０
０
名
）

の
チ
ー
ム
が
区
民
大
会
に
も
参
加
し
、

キ
ャ
ッ
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

今
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
に
も

な
っ
て
い
る
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
で
す

が
、
日
本
に
移
入
さ
れ
た
の
は
昭
和

34（
１
９
５
９
）年
で
比
較
的
新
し
い

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
こ
の
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

競
技
に
早
く
か
ら
民
間
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
と
し
て
取
り
組
ん
だ
の
が
大
泉
ス
ワ

ロ
ー
体
育
ク
ラ
ブ
で
す
。

昭
和
36（
１
９
６
１
）年
４
月
、
周

辺
が
畑
ば
か
り
だ
っ
た
大
泉
の
地
に
、

跳
び
箱
２
台
で
近
所
の
子
ど
も
達
を

集
め
て
の
体
操
教
室
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

昭
和
45（
１
９
７
０
）年
、
当
時
の
日

本
に
は
数
台
し
か
な
い
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

の
１
台
を
導
入
。
次
々
と
名
選
手
を

輩
出
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

石
神
井
公
園
三
宝
寺
池
に
１
０
０

ｍ
プ
ー
ル
が
あ
っ
た
こ
と
を
ご
存
じ
で

す
か
。
戦
前
の
昭
和
14（
１
９
３
９
）

年
ご
ろ
ま
で
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
し
た
。で
き
た
の
は
大
正
時
代
で
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
め
ざ
す
選
手
た
ち
の

た
め
に
池
の
湧
水
を
利
用
し
た
プ
ー
ル

を
造
っ
て
ほ
し
い
、
と
の
当
時
の
東
京

市
体
育
課
長
の
進
言
か
ら
、
東
京
府

の
援
助
を
得
て
大
正
7（
１
９
１
８
）

年「
府
立
第
四
公
衆
遊
泳
場
」と
し
て

開
場
し
ま
し
た
。

プ
ー
ル
は
東
西
１
０
０
ｍ
、
南
北
は

20
〜
30
ｍ
で
、
周
り
は
杭
に
板
囲
い
。

底
が
砂
と
砂
利
の
た
め
す
ぐ
泥
水
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。大
正
12（
１
９
２
３
）

年
の
関
東
大
震
災
で
壊
れ
ま
し
た
が
、

翌
13（
１
９
２
４
）年
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
東
西
１
０
０
ｍ
・
南
北
25
ｍ
・
水

深
東
２
ｍ
・
中
央
部
１
ｍ
・
西
飛
び

込
み
付
近
３
ｍ
の
規
模
で
完
成
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
や
学
生
の
合
宿
訓

練
が
盛
ん
に
な
り
、
選
手
た
ち
は「
石

神
井
遊
泳
団
」と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
昭

和
７（
１
９
３
２
）年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
は
水
泳
５
種
に

優
勝
。
金
銀
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
の

は
、
こ
の
プ
ー
ル
か
ら
飛
躍
し
た
名
選

手
た
ち
で
し
た
。

現
在
の
三
宝
寺
池
は
、
往
時
の
に

ぎ
わ
い
を
想
像
で
き
な
い
静
け
さ
で
す
。

練
馬
区
は
、東
京
23
区
で
最
後
に

誕
生
し
た〝
23
番
目
の
区
〞で
す
。

区
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
ま
ず

昭
和
７（
１
９
３
２
）年
に
東
京
市
は

35
区
制
と
な
り
、
練
馬
は
板
橋
区
に

編
入
さ
れ
ま
し
た
。
第
２
次
大
戦
後

の
昭
和
21（
１
９
４
６
）年
、
練
馬
地

域
の
町
会
長
、
区
議
会
議
員
、
各
種

団
体
長
が
全
員
協
議
会
を
開
催
し
、

練
馬
区
設
置
を
決
議
。
翌
昭
和
22

（
１
９
４
７
）年
3
月
15
日
、
東
京
都

22
区
制
が
実
施
さ
れ
、
同
年
７
月
30

日
の
板
橋
区
議
会
で
練
馬
区
新
設
が

満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
翌
々

日
の
８
月
１
日
、
11
万
区
民
の
歓
声

の
中
で
、
新
生
・
練
馬
区
が
発
足
し

ま
し
た
。

練
馬
区
内
に
は
23
区
の
中
で
最

貴
重
な
１
台
が
練
馬
に
あ
っ
た

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

日本初

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を

輩
出
し
た
、
日
本
初
の

三
宝
寺
池
１
０
０
ｍ
プ
ー
ル 日本初大正～昭和初期の「府立第四公衆遊泳場」

その他
練
馬
は
東
京
23
区
で

最
後
に
誕
生
し
た
区
23区
最新

独立以前に使用していた練馬区役所仮庁舎
（現在の開進第三小学校）

標
高
58
ｍ
は
、23
区
一

23区一
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も
高
い
地
点
が
あ
り
ま
す
。
水
準

基
標
が
設
置
さ
れ
て
い
る
地
点
で

は
、
関
町
北
４
丁
目
に
あ
る
都
立
石

神
井
高
校
内
が
東
京
湾
平
均
海
面
値

５
４
・
０
３
５
３
ｍ（
水
準
基
標
測
量
成

果
表
：
東
京
都
土
木
技
術
支
援
・
人

材
育
成
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
）と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
水
準
基
標
は
設
置
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
国
土
地
理
院
の

２
万
５
千
分
の
１
地
形
図
で
は
関
町

南
４
丁
目
付
近
が
58
ｍ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。練

馬
区
は
ほ
と
ん
ど
高
低
差
の
な

い
な
だ
ら
か
な
地
形
で
す
が
、
水
準

基
標
が
設
置
さ
れ
て
い
る
地
点
で
練

馬
区
内
で
最
も
低
い
場
所
は
、
羽
沢

３
丁
目
の
開
進
第
四
中
学
校
内
で

２
６
・
０
４
５
２
ｍ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〝
練
馬
〞を
歌
う練馬なら

では

「
練
馬
区
の
歌 

わ
が
街
・
練
馬
」

「
ね
り
ね
り
ね
り
ま
」

石神井高校内に設置されている「水準基標」

練
馬
区
の
歌

―
わ
が
街
・
練
馬
―

ね
り
ね
り
ね
り
ま

【写真提供】J：COM東京

「
成
人
の
日
の
つ
ど
い
」な
ど
、
区
が

行
う
式
典
で
歌
わ
れ
る
歌
が「
練
馬
区
の

歌 

わ
が
街
・
練
馬
」。
歌
詞
は
区
民
か

ら
公
募
し
、
曲
も
区
内
在
住
の
作
曲
家

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
区
民
参
加
に
よ
る
手

作
り
の
歌
で
す
。
平
成
元（
１
９
８
９
）年
、

広
く
区
民
に
愛
唱
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、

区
民
代
表
や
学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成

す
る「
区
の
歌
制
作
委
員
会
」が
制
作
し

ま
し
た
。
今
で
は
、
こ
の
曲
に
合
わ
せ
た
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
取
り
組
め
る

「
健
康
い
き
い
き
体
操
」も
あ
り
ま
す
。

　

作
詞　

久
野
幸
子（
公
募
）

　

補
作
詞　

松
永
伍
一

　

作
曲　

川
崎
祥
悦

一
番

　

花
と
緑
に
つ
つ
ま
れ
て

　

わ
が
街
・
練
馬
を
あ
る
い
て
ご
ら
ん

　

春
が
き
た
よ
と　

こ
ぶ
し
咲
き

　

梅
の
香
り
の
漂
う
な
か
で

　
　

き
っ
と
元
気
が
出
る
で
し
ょ
う

　
（
二
、三
、四
番
省
略
）

「
ね
り
ね
り
ね
り
ま 

は
じ
ま
る
よ
ぉ
〜
！
」

の
か
け
声
と
と
も
に
、
菊
田
か
な
え
さ
ん

（
本
誌
3
ペ
ー
ジ
に
登
場
）が
歌
っ
て
踊
っ

て
い
る「
ね
り
ね
り
ね
り
ま
」。
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ

Ｍ
東
京
で
平
成
21（
２
０
０
９
）年
か
ら

放
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
練
馬
の
魅
力
満

載
の
こ
の
曲
は
、「
ね
り
ま
っ
ち
ゃ
お
〜
」

と
い
う
言
葉
も
区
の
内
外
に
浸
透
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

歌　

菊
田
か
な
え

　

作
詞　

ナ
カ
ザ
ワ
フ
ミ
ア

　

作
曲　

イ
イ
ジ
マ
ケ
ン
╱
ピ
エ
ー
ル

　
「
ね
り
ね
り
ね
り
ま

　

は
じ
ま
る
よ
ぉ
〜
！
」

　
「
せ
ー
の
っ
！
」

一
番

　

ね
〜
り
ね
り
ね
り

　

ね
り
ま
っ
ち
ゃ
お
〜
！

　

ね
〜
り
ね
り
ね
り

　

ね
り
ま
っ
ち
ゃ
お
〜
！

　

お
散
歩
楽
し
や

　

ね
り
ま
っ
ち
ゃ
お
〜
！

　

ご
近
所
優
し
や

　

ね
り
ま
っ
ち
ゃ
お
〜
！

　

練
馬
ま
つ
り
に 

照
姫
ま
つ
り 

　

関
の
ボ
ロ
市 
酉
の
市

　

春
夏
秋
冬 
季
節
は
問
わ
ず

　

ま
す
ま
す
練
馬
は
絶
好
調 

　

だ
か
ら
練
馬 

い
つ
も
練
馬

　

ね
り
ね
り 

練
り
歩
こ
う
よ

　

だ
か
ら
練
馬 

い
つ
も
練
馬

　

ね
り
ね
り 

ね
り
ね
り 

ね
り
ま

　
（
二
、三
、四
番
省
略
）
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練馬ライブラリー
練馬区は、小説やエッセイをはじめ、漫画・アニメ、映画・TVドラマなどに、
数多く登場しています。物語の舞台になったり、
主人公が練馬区育ちだったり、実際の商店街やお店も出てきます。
それらのごく一部ですが、ここでは作者一人につき一点を紹介しています。

小説・エッセイに登場する練馬

作者 作品 練馬区発見 概要 作品情報 作者プロフィール

浅田次郎 天国までの百マ
イル

主人公の母親の住ま
いが石神井。

会社も金も失い、妻子とも別れたろく
でなしの中年男が、年老いた母の命
を救うため、「奇跡」を信じて百マイル
をひたすら駆ける…。親子の切ない情
愛、男女の悲しい恋模様を描く。

平成10（1998）年
朝日新聞社刊。朝
日文庫にも収録。

小説家。「とられてたまるか！」
で作家デビュー。「地下鉄に
乗って」で吉川英治文学新人
賞、「鉄道員」で直木賞受賞。
他作品に「珍妃の井戸」など。

新井素子 いつか猫になる日
まで

主人公・海野もくず
の自宅は上石神井駅
の近く。ＵＦＯを発
見した公園は石神井
公園。

「地球は今、宇宙戦争の激戦地区で
す」公園に不時着したＵＦＯを発見し
た桃子たちが宇宙人ヨキから聞いたの
は、なんとも奇妙で衝撃的な宇宙戦
争の話だった。そのＵＦＯを乗っ取っ
た桃子達６人の冒険談。

昭和55（1980）年
集英社刊（集英社
コバルト文庫）。
平成8（1996）年に
集英社から再刊。

ＳＦ作家。奇想天外ＳＦ新人
賞に佳作入選。「あたしの中の
…」で作家デビュー。著書に「ね
りま大好き」「ひとめあなたに」
「結婚物語」「おしまいの日」など。

池波正太郎 新・鬼平犯科帳：
一本眉

作中、石神井川の描
写があり、上石神井
の溜井や三宝寺池に
ついて言及されている。

火付盗賊改方長官・長谷川平蔵（鬼
の平蔵）の活躍を描く、連作短編の
一編。

昭和51（1976）年
文藝春秋刊。文春
文庫「鬼平犯科帳
（13）」にも収録。

小説家。「錯乱」で直木賞、「市
松小僧の女」で吉川英治文学
賞を受賞。他の作品に「剣客
商売」「鬼平犯科帳」など。

伊坂幸太郎 砂漠

主人公のうち２名が
練馬区出身。

入学、１人暮らし、新しい友人、麻雀、
合コン。学生生活を楽しむ５人の大
学生が、社会という「砂漠」に囲まれ
た「オアシス」で超能力に遭遇するが
…。パワーみなぎる青春小説。

平成17（2005）年
実業之日本社刊。

小説家。「オーデュボンの祈り」
で新潮ミステリー倶楽部賞を受
賞し、デビュー。「死神の精度」
で日本推理作家協会賞短編部
門を受賞。

石ノ森章太郎 章説・トキワ荘・
春

「練馬区の桜台に現
在の家を建て」と記
述がある。

トキワ荘で過ごした素晴らしき仲間た
ちとの青春の物語。

昭和56（1981）年
スコラ刊。
平成8（1996）年
風塵社刊。

漫画家。「サブ」シリーズと「サ
イボーグ００９」で第７回講談
社児童漫画賞受賞。「ＨＯＴＥ
Ｌ」等で第33回小学館漫画賞
受賞。その他受賞多数。

井上ひさし 人間合格
「江古田の駅」と記述
がある。

太宰治の「人間失格」をモチーフにした
２幕９場からなる戯曲。

平成2（1990）年
集英社刊。

小説家・劇作家。「道元の冒険」
で岸田戯曲賞、「手鎖心中」で
直木賞、「吉里吉里人」で日本
ＳＦ大賞・星雲賞を受賞。

宇都宮葉山 照姫－武州豊島
氏の興亡－

三宝寺池のほとりに建
つ石神井城が舞台。

「照姫伝説」の悲しい物語を描いた作
品。

平成元（1989）年
新人物往来社刊。

桐野夏生 魂萌え！

主人公の急死した夫
が愛人と営んでいたそ
ば屋が大泉学園にあ
る。

夫の急死後、世間という荒波を漂流
する主婦敏子。60歳を前にして、惑
う心は何処へ？　ささやかな「日常」の
中に、若い人にはまだ想像できないよ
うな、豊穣な世界を描き出す。

平成17（2005）年
毎日新聞社。

小説家。「顔に降りかかる雨」
で江戸川乱歩賞、「ＯＵＴ」で
日本推理作家協会賞、「柔らか
な頬」で直木賞、「グロテスク」
で泉鏡花文学賞、「残虐記」で
柴田錬三郎賞を受賞。

桑原水菜
炎の蜃気楼（ミ
ラージュ）６「覇者
の魔境」

「覇者の魔境」に豊島
園が登場する。

現代に怨霊となって甦る戦国武将の
霊を封印していく。戦いと愛憎の物語。

平成4（1992）年
集英社刊（コバル
ト文庫）。

小説家。「風駆ける日」がコ
バルト読者大賞を受賞し、デ
ビュー。著書に「赤の神紋」「風
雲縛魔伝」など。
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作者 作品 練馬区発見 概要 作品情報 作者プロフィール

柴門ふみ サイモン印

石神井公園など石神
井についての描写が
ある。

エッセイ集。 平成5（1993）年、
平成8（1996）年
文藝春秋刊。

漫画家。「Ｐ.Ｓ.元気です、俊
平」で講談社漫画賞、「家族の
食卓」「あすなろ白書」で小学
館漫画賞を受賞。代表作は「東
京ラブストーリー」「同・級・生」
「小早川伸木の恋」など多数。

庄野潤三 ザボンの花

昭和30年前後の南田
中の自然と家族を生
き生きと描写。

若い夫婦と３人の子ども、そして愛犬。
５人と１匹の家族が東京郊外の麦畑
にかこまれた一軒家で織り成す日々。
季節の移ろい、ひとりひとりのやわら
かな心のひだを、詩情とやさしいユー
モアにあふれる筆致でつづる。

昭和30（1955）年
4月～9月、日経
新聞連載。何度か
刊行されている。
最新は、平成18
（2006）年みすず
書房刊。

小説家。「プールサイド小景」
で芥川賞受賞、「静物」で新潮
社文学賞、「夕べの雲」で読売
文学賞、「明夫と良二」で毎日
出版文化賞、赤い鳥文学賞を
受賞。

杉浦日向子と
ソバ好き連

もっとソバ屋で憩
う

練馬のそば屋３店を
紹介。

ソバ屋123店を紹介。おとなの憩いを
提案する。

平成14（2002）年
新潮社刊。

漫画家・江戸風俗研究家。
「虚々実々通言室之梅」でデ
ビュー。「合葬」で日本漫画家
協会賞優秀賞、「風流江戸雀」
で文芸春秋漫画賞を受賞。

高橋源一郎 ゴヂラ

作品中、石神井公園
や石神井池、石神井
公園駅周辺の商店な
ど、ぞくぞく登場。

世界は謎だらけだ。俺は「正義の味方」
にされ、漱石らと知り合い、アイドル
を送り込まれ、誘惑される…。「世界
の秘密」がわかってしまう同時多発小
説。

平成13（2001）年
新潮社刊。

小説家。「さよなら、ギャングた
ち」で群像新人長篇小説賞優
秀賞、「日本文学盛衰史」で伊
藤整文学賞、「優雅で感傷的
な日本野球」で三島賞受賞。
他に「ゴーストバスターズ冒険
小説」「あ・だ・る・と」など。

高村薫 レディ・ジョーカー

石神井公園駅の記述
がある。

「要求は20億。人質は350万㎘のビー
ルだ。金が支払われない場合、人質
は死ぬ。話は以上だ。」一兆円企業・
日之出麦酒を狙った未曾有の企業テ
ロはなぜ起こったか。男たちを呑み込
む闇社会の壮絶な営みと暴力を描く。

平成9（1997）年
毎日新聞社刊。

作家。「黄金を抱いて翔べ」で
日本推理サスペンス大賞、「リ
ヴィエラを撃て」で日本推理作
家協会賞、「マークスの山」で
直木賞を受賞。

檀一雄 太宰と安吾

石神井池など石神井
についての描写があ
る。

太宰治と坂口安吾との交遊録。 平成元（1989）年
8月沖積舎刊。

作家。「長恨歌」「真説石川五
右衛門」で直木賞を受賞。「火
宅の人」で読売文学賞小説賞、
日本文学大賞を受賞。他に「花
筐」「夕日と拳銃」など。

筒井康隆 文学部唯野教授

冒頭に練馬近辺のア
パートが描写されてい
る。

唯野仁。早治大学英米文学科の名
物教授で大学に内緒で小説を発表し
ている彼は、日常をのりきりながら、
難解な現代文学理論を講義する。

平成2（1990）年
岩波書店刊。岩
波現代文庫にも収
録。

小説家・俳優。「虚人たち」で
泉鏡花文学賞、「ヨッパ谷への
降下」で川端康成文学賞、「わ
たしのグランパ」で読売文学賞
などを受賞。他に「朝のガスパー
ル」「家族八景」など。

天童荒太 家族狩り

舞台は練馬、杉並、
新宿。「石神井の駅
で降りる。」という場面
がある。

精神医学の先端を極めた著者が展開
する美しき地獄絵サスペンス。

平成7（1995）年
新潮社刊（新潮ミ
ステリー倶楽部）。

小説家。「孤独の歌声」で日本
推理サスペンス大賞優秀賞、
「家族狩り」で山本周五郎賞、
「永遠の仔」で日本推理作家協
会賞を受賞。

夏樹静子

カビ
「ペルソナ・ノン・
グラータ」内の短
編

「カビ」の中に練馬区
高松などの地名が出
てくる。

５つの推理短編集を収めた作品。 平成元（1989）年
文藝春秋刊。文春
文庫にも所収。

作家。「蒸発」で日本推理作家
協会賞を受賞。著書に「Ｗの
悲劇」「第三の女」など。

東野圭吾 嘘をもうひとつだ
け

練馬警察署の加賀恭
一郎刑事が登場。

バレエ団の事務員が自宅マンションか
ら転落死。同じマンションに住む元プ
リマバレリーナのもとに一人の刑事が
やってくる。

平成12（2000）年
講談社刊。

小説家。「放課後」で江戸川乱
歩賞を受賞し、作家生活に入
る。主な作品に「名探偵の掟」
「むかし僕が死んだ家」「秘密」
など。

久田恵
母のいる場所・
シルバーヴィラ向
山物語

「シルバーヴィラ向山」
のある町の様子など
が記述されてる。

「お分かりにならなかったり」元気だった
りする入居者たち、侠気の女社長、
気配りのセンム、個性豊かなヘルパー
さん、そしてヒサダ家の人々…。愉快
な面 が々繰り広げる、あふれる愛とす
こしの涙の物語。

平成13（2001）年
文藝春秋刊。文春
文庫にも収録。

ノンフィクション作家。「フィリッ
ピーナを愛した男たち」で大宅
壮一ノンフィクション賞受賞。
他に「母親が仕事をもつとき」
「サーカス村裏通り」など。
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藤雪夫・
藤桂子 獅子座

舞台は練馬区石神井
一帯。

幼いふたりの娘を残して母はクリスマ
スの夜、突然失踪した。それから３０
年…。埼玉県警隈ヶ谷署に殺人現場
目撃の匿名の手紙が届き、それを裏
づけるように金融業支店長の他殺死
体が見つかった。父娘合作で話題を
よんだ本格長編推理小説。

昭和59（1984）年
講談社刊。講談社
文庫・講談社ノベ
ルスにも収録。

藤沢周平 半生の記

「大泉学園町に引っ越
して来た…。」など住
まいのあった大泉学園
町についての記述が
ある。著者は亡くなる
までの20年間を大泉
学園町で過ごした。

著者が初めて書いた自伝。 平成6（1994）年
文藝春秋刊。

作家。「溟い海」でオール読物
新人賞、「暗殺の年輪」で直木
賞、「白き瓶」で吉川英治文学
賞、菊地寛賞受賞。

松本清張 草の陰刻

「関町」「石神井公園」
の地名が登場する。

地検庁舎の怪火を発端にした本格派
推理小説。

昭和46（1971）年
講談社刊。

作家。清水高等小学校卒業。
給仕等を経て朝日新聞の図案
係に。昭和25年「西郷札」で
デビュー。「或る「小倉日記」伝」
で芥川賞受賞。推理小説で人
気作家となる。

宮部みゆき 模倣犯

練馬で育った３人の
青年が主役。

公園のゴミ箱から発見された女性の右
腕。それは「人間狩り」という快楽に
憑かれた犯人からの宣戦布告だった。
比類なき知能犯の狂気に立ち向かう
第一発見者の少年と孫娘を殺された
老人、二人を待ち受ける運命とは？

平成13（2001）年
小学館刊。新潮文
庫にも収録。

作家。「我らが隣人の犯罪」で
オール読物推理小説新人賞、
「理由」で直木賞を受賞。他の
著書に「蒲生邸事件」「クロス
ファイア」など。

ムーシカ文庫
の仲間たち編

ムーシカ文庫の
伝言板

中村橋の幼稚園の一
室から始まった「ムー
シカ文庫」の経緯が
詳しく書かれている。

昭和40年～昭和63年練馬の片隅に
作家いぬいとみこが開いた「ムーシカ文
庫」があった。文庫の記録「ムーシカ文
庫の伝言板」と「ムーシカ文庫だより」、
小冊子「松永ふみ子さんの思い出」、
いぬいとみこへの追悼文などを収める。

平成16（2004）年
てらいんく刊。

向田邦子 隣りの女

「サチ子のアパートは
西武池袋線大泉学園
駅から歩いて５分であ
る。」との記述がある。

人妻の非日常性を描く作品。テレビド
ラマとしても有名。

昭和56（1981）年
文藝春秋刊。文春
文庫にも収録。

脚本家・作家。脚本家として
の主な作品に「時間ですよ」「寺
内貫太郎一家」「阿修羅のごと
く」など。また、短編の連作「花
の名前」「かわうそ」「犬小屋」
で直木賞を受賞。

村山由佳 天使の卵（エン
ジェルエッグ）

主人公は大泉に住
む。大泉学園駅、東
映の撮影所、ＯＺな
ど多数出てくる。

19歳の画家志望の予備校生、歩太と
８歳年上の精神科医、春妃。二人は
春もまだ浅いラッシュアワーの電車の
中で、その“恋”に出会った。止まら
ない、もう誰にも止められない、この
激しく貫く純愛。

平成6（1994）年
集英社刊。集英社
文庫にも収録。

作家。「天使の卵」で小説すば
る新人賞を受賞。絵本に「い
のちのうた」がある。

森絵都

ジェネレーションX
「風に舞い上がる
ビニールシート」
所収

高校時代の仲間が集
まり、野球をする場所
が光が丘のグラウン
ド。

国連で難民事業に携わる里佳は、上
司で元夫のエドがアフガンで死んだと
いう知らせを受ける。そして、エドが
アフガンで助けた少女のことを伝え聞
き̶̶。大切な何かのために懸命に
生きる人たちの、６つの物語。

平成18（2006）年
文藝春秋刊。

作家。「リズム」で講談社児童
文学新人賞を受賞しデビュー。
「カラフル」で産経児童出版文
化賞、「ＤＩＶE！！」で小学館
児童出版文化賞、「風に舞い
上がるビニールシート」で直木
賞を受賞。

夢枕獏
空手道ビジネス
マンクラス 練馬
支部

主人公・木原は「実
戦空手　志誠館練馬
支部道場生募集」の
チラシを手にする。石
神井公園の風景の記
述もある。

ヤクザにからまれ、プライドを奪われた
中年サラリーマンは、一念発起して空
手道場に通い始めた。心に傷を負い
ながら修行に励む人間たちとの出会
い。やがて男は上達し、ＯＬとの恋愛
もうまくいきそうに見えるが…。

平成4（1992）年
講談社刊。講談社
ノベルス・講談社
文庫にも収録。

小説家・エッセイスト。「上弦
の月を喰べる獅子」で日本ＳＦ
大賞、「神 の々山嶺」で柴田錬
三郎賞を受賞。他に「大帝の
剣」「餓狼伝」「獅子の門」など。

吉村昭 桜田門外ノ変

「川越街道練馬の在
にある東高野（長命
寺）でも計画を練る集
会が予定されている。」
との記述がある。

安政7年3月3日江戸城桜田門外でお
きた事件の全貌を描く大作。

平成2（1990）年
新潮社刊。新潮文
庫にも収録。

小説家。「星への旅」で太宰治
賞、「戦艦武蔵」「関東大震災」
などで菊池寛賞、「ふぉん・しぃ
ほるとの娘」で吉川英治文学賞
を受賞。他に「破獄」「天狗争
乱」など。
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漫画・アニメに登場する練馬

作者 作品 練馬区発見 概要 作品情報 作者プロフィール

あだち充 タッチ

双子の弟の和也が交
通事故にあった場所
が練馬区。
アニメ：練馬駅周辺
では、高架化前の練
馬駅や練馬区役所旧
中央館などが作中に
登場。富士見台の辺
りも舞台になっている。

高校野球をテーマとした長編野球漫
画。

平成11（1999）年
小学館刊。

漫画家。「タッチ」「みゆき」で
小学館漫画賞を受賞。他に「Ｈ
2」「陽あたり良好！」「クロスゲー
ム」など。

アニプレック
ス

おろしたてミュー
ジカル
練馬大根ブラ
ザースﾞ

練馬区庁舎や江古田
など、実在の練馬区
各地の町並みが描か
れる。

練馬で大根を育てている主人公・ヒ
デキや江古田で働くイチローなどが正
義のギャングとなって大活躍する、ミュー
ジカル仕立てのアニメ。

アニメ版は平成
18（2006）年1月9
日から同年3月27
日までテレビ東京
で放映。

原作・制作：アニプレックス、
スタジオ雲雀 

吾妻ひでお 失踪日記

巻末対談に西武池袋
線の記述がある。

突然失踪し、その後の顛末をつづった、
ノンフィクション漫画。著者は練馬区
在住。

平成17（2005）年
イースト・プレス
刊

漫画家。「失踪日記」で日本漫
画家協会賞大賞、文化庁メディ
ア芸術祭マンガ部門大賞、手
塚治虫文化賞マンガ大賞、星
雲賞ドキュメント部門を受賞。

北見けんいち おもひで飲食展

「練馬の自宅に帰ろう
とタクシー乗り場へ」
などの記述がある。

コッペパン、カレーライス、夜鳴きソバ
など…。昭和30～40年代の日本を
描く23話。 巻末には北見氏撮影によ
る昭和のスナップ「おもひで写真館」収
録。 

平成11（1999）年
小学館刊。

漫画家。「釣りバカ日誌」で小
学館漫画賞を受賞。他に「焼
けあとの元気くん」など。 

久住昌之原作、
谷口ジロー作画 孤独のグルメ

「第11話・東京都練
馬区石神井公園のカ
レー丼とおでん」で豊
玉屋こと「豊島亭」と
石神井公園の周辺が
紹介されている。

輸入雑貨商の井の頭五郎が下町で、
仕事先で、味わう食の数々。山谷の
ぶた肉いため、中津のたこ焼き、西
荻窪のおまかせ定食など、流行グルメ
が去った後に残ったものを探す漫画。
「PANJA」連載の単行本化。

平成9（1997）年
扶桑社刊。扶桑
社文庫にも収録。

久住昌之：作家。法政大学法
学部卒業。大学在学中から美
術学校に通い、赤瀬川原平に
師事。谷口ジロー：漫画家・
イラストレーター。

くらもちふさこ 海の天辺

話の舞台となる学校
が石神井公園にある。

中学生が先生に恋をする漫画。 平成元（1989）年
集英社刊。集英
社文庫・マーガレ
ットコミックスにも
収録。

漫画家。「メガネちゃんのひとり
ごと」が別マまんがスクール金
賞を受賞し、デビュー。「天然
コケッコー」で講談社漫画賞を
受賞。他の作品に「いつもポケッ
トにショパン」「いろはにこんぺ
いと」など。

西岸良平 鎌倉ものがたり

主人公の妻が大泉出
身。

鎌倉で起こる連続怪事件をミステリー
作家の主人公が解決していく漫画。

平成2（1990）年
双葉社刊。双葉
文庫名作シリーズ・
アクションコミック
スにも収録。

漫画家。「三丁目の夕日」で小
学館漫画賞を受賞。

高橋留美子 らんま½

主人公のライバル良
牙と主人公の許婚・
茜がデートしているの
が石神井公園。

水をかぶると女になってしまう高校生
格闘家・早乙女乱馬を中心とした日
常を描いた漫画。

昭和63（1988）年
小学館刊（少年サ
ンデーコミックス）

漫画家。「勝手なやつら」でデ
ビュー。「うる星やつら」「犬夜叉」
で小学館漫画賞、「うる星やつ
ら」「人魚の森」で星雲賞を受
賞。他に「めぞん一刻」など。

ちばてつや 練馬のイタチ

高野台とその周辺が
描かれている。著者
は区内在住。

漫画家志望の若者を主人公に、ちば
プロダクションを舞台にした漫画。

平成12（2000）年
講談社刊（講談社
漫画文庫）。

漫画家。「復讐のせむし男」で
デビュー。「1・2・3と4・5・
ロク」で講談社児童漫画賞、「の
たり松太郎」で小学館漫画賞、
日本漫画家協会賞特別賞を受
賞。代表作に「あしたのジョー」
「あした天気になあれ」など。

手塚治虫 バンパイヤ

富士見台にある虫プ
ロダクションが何度か
登場する。

虫プロへはいった、オオカミに変身する
少年を主人公にした漫画。

昭和43（1968）年
秋田書店刊。
平成7（1995）年
秋田書店刊（秋田
文庫）

漫画家。「火の鳥」で講談社出
版文化賞、「漫画生物学」「び
いこちゃん」「陽だまりの樹」で
小学館漫画賞、「ブラック・ジャッ
ク」「三つ目がとおる」で講談
社漫画賞を受賞。他の作品に
「鉄腕アトム」「ジャングル大帝」
など。
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永松潔 ツヨシしっかりし
なさい

舞台は大泉学園駅が
モデルの「大泉公園
駅」周辺。

主人公・ツヨシは、わがままな母や姉
から家事や力仕事を押しつけられても
明るくこなすスーパー高校生。

昭和61（1986）年
講談社刊（モーニン
グＫＣ）。

漫画家。「望郷」でデビュー。

二ノ宮知子 のだめカンタービ
レ

主人公の野田恵が
通っていた桃ヶ丘音
楽大学は、江古田に
ある武蔵野音楽大学
がモデル。

音大生の出会いと成長を描く、クラ
シック音楽コメディ。

平成14（2002）年
講談社刊（講談社
コミックスキス）。

漫画家。「London ダウト・ボー
イズ」でデビュー。講談社漫
画賞少女部門を受賞。他に
（GREEN～農家のヨメになり
たい～）など。

弘兼憲史 課長・島耕作

別居中の妻子が住ん
でいる石神井公園と
その周辺の風景が描
かれている。

団塊の世代に属し、大手電器メーカー
に勤務するサラリーマンを主人公にし
た漫画。

平成6（1994）年
講談社刊。

漫画家。以後社会派作家とし
て活躍中。小学館漫画賞・講
談社漫画賞受賞。「人間交差
点」「ラストニュース」など。

古谷三敏 BARレモン・ハー
ト

「ＢＡＲレモンハート」
は東大泉に実在する。
著者は区内在住。

「ＢＡＲレモンハート」で繰り広げられる
数 の々人間模様と酒の紹介。漫画。

昭和61（1986）年
双葉社刊
（Action comics）。双
葉社文庫名作シリ
ーズにも収録。

漫画家。「みかんの花さく丘」
でデビュー。「ダメおやじ」で小
学館漫画賞を受賞。他に「ぐ
うたらママ」など。

本郷あきよし
(原案）

デジモンアドベン
チャー

主人公の八神太一を
はじめ、選ばれし子ど
もたちが「かつて光が
丘に住んでいた」と、
テレビシリーズ第29話
「マンモン光が丘大激
突！」で判明。

1999年3月に 劇 場 公開の東映
アニメフェアの一作として製作
された作品のテレビシリーズ。
子供会のサマーキャンプに来ていた小
学生達が「デジタルモンスター」と名
乗る謎の生物達と出会う。

平成11（1999）年
3月7日から平成
12（2000）年3月
26日まで放映。

松本零士 1000年女王

小惑星の落下の中心
点が大泉。著者は区
内在住。

太陽系の10番目の惑星ラーメタルが
地球に大接近する中、主人公の中学
生雨森始の周囲で数 の々事件が起こ
る。

平成3（1991）年小
学館刊。

漫画家。「蜜蜂の冒険」でデ
ビュー。以後ＳＦ・戦記物・四
畳半物などで活躍。主な作品
に「銀河鉄道９９９」「宇宙海
賊キャプテンハーロック」など。
「男おいどん」で講談社出版文
化賞、「銀河鉄道999」「戦場
まんが」シリーズで小学館漫画
賞を受賞。

吉沢やすみ ど根性ガエル

石神井公園近辺の
原っぱ、石神井にあっ
たお寿司屋さんをモデ
ルにした「宝ずし」が登
場。著者は区内在住。

カエルのピョン吉は、倒れてきた中学
生のひろしに潰され、ひろしのシャツに
住みつき「平面ガエル」となってしまう。
ギャグ漫画。

平成7（1995）年
集英社文庫。

漫画家。「ど根性ガエル」でデ
ビュー。

練馬が登場する文学を
冊子で紹介

練馬区ゆかりの作家や練馬区が舞台となっている小説、エッセイ、マンガなどを精力的に調査し、紹介し
ているのが区内下石神井在住の古谷茂雄さん。古谷さんが作った調査結果を紹介する冊子の第１号は、庄
野潤三「ザボンの花」や松本清張「薄化粧の男」等９作品の紹介にはじまり、その後平成23（2011）年１月現
在まで、第110号400作品を超える作品を紹介しています。冊子は練馬区立図書館で閲覧できます。

映画に登場する練馬

タイトル 練馬区発見

映画「Ｗの悲劇」 昭和59（1984）年、角川春樹事務所製作。原作は夏樹静子。東京公演の舞台として練馬文化センター（練
馬一丁目）が使用された他、武蔵関公園、石神井公園などもロケ地として利用された。

映画「Shall we ダンス？」 平成8（1996）年、大映製作。社交ダンス教室が西武池袋線「江古田」駅近辺にあるという設定なので、江
古田駅周辺でロケが行われた。

映画「野良犬」 昭和24（1949）年、新東宝製作。黒澤明監督作品。大泉周辺の雑木林等でロケが行われた。

上記以外にも、区内がロケ地となった映画・ＴＶドラマはたくさんあります。
東映制作の「戦隊もの」では、区内各地で撮影が行われていますし、としまえん・石神井公園では多くの撮影が行われています。
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❶
❷

❸

❹

❺

❻

❼
❽

10

1112

13

14
18

1716
1519

20

❾

21

22

「練馬がいちばん」
マップマップ

❶ 地下鉄赤塚駅（東京メトロ）
 アニメ駅前観光案内板（ひみつのアッコちゃ
ん：３・４番出口方面改札口を出て右、
３番出口階段の向かい側）

❷ 東武練馬タウンサイクル
 北町2-39-3 ／☎03-5399-4545

❸ 平和台駅（東京メトロ）
 アニメ駅前観光案内板（ジャングル大帝：
改札口を出て北出口方面）

❹ 練馬春日町タウンサイクル
 春日町5-31-2-102 ／☎03-5241-9555

❺ JA東京あおば練馬地区振興センター
 春日町3-14-2 ／☎03-3999-7851 ／　
　9時～16時30分　 土・日・祝日

❻ としまえん
 向山3-25-1 ／☎03-3990-8800 ／　10
時～17時(季節により異なる)　 火・水　
　 有料

❼ 氷川台駅（東京メトロ）
 アニメ駅前観光案内板（さるとびエッちゃん：
改札口を出て２番出口の階段横）

❽ 総合園芸センターふれあいの里
 桜台3-35-18 ／☎03-3991-8711 ／　　
　10時～17時　 火（祝日も営業）

❾ 城北中央公園
 氷川台１ほか／スポーツ施設、栗原遺跡の
竪穴住居跡等

10 標高約26m（水準基標）
 羽沢3-24付近

11 小竹向原駅（東京メトロ）
 アニメ駅前観光案内板（ブレイブストーリー：
１・２番出口方面改札口を出て２番出口
方向階段下）

12 新桜台駅（西武有楽町線）
 アニメ駅前観光案内板（おジャ魔女どれみ：
改札口を出て左、１番出口の階段下）

13 鈴茂器工㈱
 豊玉北2-23-2 ／☎03-3993-1371(代)

14 桜台駅（西武池袋線）
 アニメ駅前観光案内板（サイボーグ009：
改札口を出て左斜め前）

15 白山神社の大ケヤキ
 練馬4-2

16 平成つつじ公園
 練馬1-17-6 ／つつじ（約600品種・
16,000株、練馬の鏡・宇宙つつじ等のめ
ずらしい品種も）

17 練馬タウンサイクル
 練馬1-17-39 ／☎03-3992-5445

18 練馬駅（西武池袋線）
 アニメ駅前観光案内板（白蛇伝：西口改札
口を出てコンコース左側）

19 豊島園駅（西武豊島線）
 アニメ駅前観光案内板（Yes! プリキュア５
Go Go!：改札口を出て右側）

20 ㈱光波
 向山2-6-8 ／☎03-5971-8851㈹

21 中村橋駅（西武池袋線）
 アニメ駅前観光案内板（ゲゲゲの鬼太郎：
改札口を出て左、きっぷ券売機のそば）

22 味噌蔵元・糀屋三郎右衛門
 中村2-29-8 ／☎03-3999-2276 ／　　
　９時～17時　 日・祝祭日・土（不定休）

23 光が丘公園
 光が丘4ほか／広さ約60万㎡で区内最大、
芝生広場・野鳥観察等

24 光が丘駅（都営大江戸線）
 アニメ駅前観光案内板（デジモンアドベン
チャー：A３出口エレベーターで２階に上
がり、出て右）

25 富士見台駅（西武池袋線）
 アニメ駅前観光案内板（鉄腕アトム：改札
口を出てほぼ正面）

26 練馬高野台駅（西武池袋線）
 アニメ駅前観光案内板（あしたのジョー：改
札口を出てほぼ正面）

27 大泉中央公園
 大泉学園町9／スポーツ施設、芝生広場、
アスレチック広場、野鳥の森等

28 清水山憩いの森
 大泉町1-6 ／カタクリ群生、東京の名湧水
57選の湧水

29 石神井公園タウンサイクル
 石神井町3-20-3 ／☎03-5372-0809

30 石神井ファーマーズセンター
 石神井台1-1-31 ／☎03-3995-3132 ／
　10時～16時　 水・祝日

31 石神井公園ふるさと文化館
 石神井町5-12-16 ／☎03-3996-4060 ／
　９時～18時　 月曜　 無料（常設展示）

休

休
入

営

営

営 休

営 休

営 休

営 休 入

※営業時間・休業日等については変わる場合があります。
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32 石神井公園三宝寺池
 石神井台1ほか／沼沢植物群落、野鳥の森、
石神井城跡等

33 こぐれ村（JA東京あおば直売所）
 大泉学園町2-12-17 ／☎03-3925-3113
／　10時～17時　 水・日・祝日

34 小泉牧場
 大泉学園町2-7-16 ／☎03-3922-0087

35 ㈱大泉スワロー体育クラブ
 東大泉4-31-6 ／☎03-3925-6006

36 東映アニメーションギャラリー
 東大泉2-10-5 ／　９時30分～17時　　
　月・年末年始等　 無料

37 大泉ゆめーてる商店街
 大泉学園駅北口一帯。銀河鉄道999の装
飾灯

38 大泉学園駅（西武池袋線）
 アニメ駅前観光案内板（銀河鉄道999：改
札口を出て左斜め前）、発車メロディ、車
掌さんフィギュア、大壁画

39 大泉学園駅北口タウンサイクル
 東大泉1-33-6 ／☎03-3867-4545

40 大泉学園駅南口タウンサイクル
 東大泉5-43-1 ／☎03-5387-9777

41 牧野記念庭園
 東大泉6-34-4 ／☎03-3922-2920 ／　
　９時～17時　 火・年末年始　 無料

42 大泉井頭公園
 東大泉7-34 ／湧水、白子川源流起点

43 ㈶アイメイト協会
 関町北5-8-7

44 標高約54ｍ（水準基標）
 関町北4-32付近

45 武蔵関公園
 関町北3-45 ／ボート池等

46 標高約58m（水準基標なし）
 関町南４付近

47 武蔵関駅（西武新宿線）
 アニメ駅前観光案内板（一休さん：改札口
を出て左側）

48 上石神井タウンサイクル
 上石神井2-34-13 ／☎03-5991-8225

49 上石神井駅（西武新宿線）
 アニメ駅前観光案内板（超時空要塞マクロ
ス：北口の階段下）

50 立野公園
 立野町32-1 ／芝生広場・中国式庭園等

営 休

営
休 入

営 休 入
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